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例　　言

１．本書は兵庫県篠山市東吹・網掛・東古佐に所在する『東古佐遺跡』の発掘調査報告書である。

　　なお、本書は兵庫県文化財調査報告第４２８冊にあたる。

２．今回の発掘調査は（主）西脇篠山線道路改良事業に伴うものである。なお、同事業は兵庫県丹波県

民局県土整備部篠山土木事務所が実施したものである。

３．今回の本発掘調査は、平成１４年度に兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が実施した。調査は同

事務所職員山上雅弘・池田征弘が担当した。調査期間は平成１４年５月２４日～８月９日、調査面積は

１０８９㎡である。

４．平成１３年度に実施した確認調査については山本三郎が担当した。

５．遺構実測・写真撮影などの現場での作業は各職員が担当し、遺構図の製図および遺物の実測・製図

は兵庫県立考古博物館職員および嘱託員が担当した。

６．写真は遺構を現地調査員が撮影し、遺物については株式会社地域文化財研究所に委託して行った。

７．本書の第１図は国土地理院発行の１／２５，０００地形図「篠山」を１／５０，０００に縮小して使用した。

８．本書で使用した標高は東京湾海水準（Ｔ．Ｐ．）を基とし、方位は国土座標第Ⅴ系の座標北を示す。

座標値に付いては世界測地系である。

９．遺物の番号は通し番号とした。鉄製品はＦ、木製品はＷ、石製品はＳを冠し土器との区別を行った。

土器は種別によって断面の表現を変えた。須恵器を白抜き・土師器を黒塗り・瓦器網掛けで示し

た。

１０．調査で使用した遺物・写真・図版などの資料は兵庫県立考古博物館において保管している。

１１．現地調査に際しては以下の方々にご指導・ご協力をいただいた。記して感謝いたします。

　　立命館大学　青木哲哉・�京都府埋蔵文化財調査研究センター　伊野近富

　　篠山市教育委員会　河野克人・三田市教育委員会　山崎敏昭
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第１図　遺跡の位置
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第１章　調査の経緯

第１節　調査に至る経過

１．調査経過

　兵庫県丹波県民局県土整備部篠山土木事務所は（主）西脇篠山線道路改良事業を計画した。このうち

今回の調査区付近では隣接地に東古佐遺跡の存在が知られ、北側の丘陵には蛭子群集墳・護摩ヶ谷群集

墳、南側には薬師山古墳群・網掛古墳・東吹西山古墳群などが知られていた。

　このため、（当時）兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所では上記土木事務所の依頼（平成１３年１２

月４日付 丹波（柏土）第２１６１号）により平成１３年度に当該地区を確認調査した。調査は平成１３年１２月

１９日～１２月２０日の２日間で、対象地に２×２ｍのグリット９か所（３６㎡）を設定し、埋蔵文化財の有無

を確認した。掘削作業は重機と人力で行い、さらに面検出後は人力で面および断面の清掃をおこなっ

た。その後に写真・図面などを作成した。

　この結果、遺構･遺物を検出し、２面にわたる遺構面の存在が明らかになり、上層では中世、下層では

庄内期を中心とする土器が出土した。さらに調査地点は地形的に東から西に下る地形であるが遺構の集

中から見ても西側は遺物の出土量が減少し遺構の密度も稀薄になる傾向が認められた。この成果によっ

て、調査地区のうち西側は周知の遺跡である東古佐遺跡の西限域にあたることが確認された。

　これを受けて、兵庫県丹波県民局県土整備部篠山土木事務所より平成１４年３月２８日付 丹波（柏土）第

２７０２号に基づく依頼を受け、（当時）兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が本発掘調査を実施した。

なお、調査期間は平成１４年５月２４日～８月９日で、調査面積は１，０８９㎡である。

２．調査の経過

　調査に当たっては表土を重機で掘削し、包含層掘削および遺構面検出・遺構掘削・清掃などを人力で

行った。なお、遺構面検出後、足場写真などによって現場を撮影し、断面図などの作成をおこなった。

　調査は東から開始し順次西側に作業を進めた。また、第１面調査後に人力によって掘削を再度行い、

下層面の調査を実施している。上下２面の測量に際しては、第１面が６月２８日、第２面が８月２日の両

日に航空測量（株式会社河南測量設計）を実施している。

　また、現場の記録保存については個別遺構の実測を調査担当者および調査補助員が行った。図の縮尺

は１／１０・１／２０・１／５０など実測対象によって適宜判断した。また、個別遺構の写真撮影についても

調査担当者が足場などを使って大型及び小型カメラで撮影を行った。デジカメについてはこの当時まだ

活用されていなかったため使用していない。出土した遺物については取り上げ後、現場事務所で水洗

い、ネーミングなどを行い出土単位ごとに整理して台帳を作成した。

　なお、調査期間中に現地説明会（６月２３日）を実施して８０名の見学者をえた。

― ―１
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第２節　調査の体制

１．現場調査の体制

確認調査

　　遺跡調査番号　２００１２１２

　　調査期間　　　平成１３年１２月１９日～１２月２０日

　　調査面積　　　３６㎡

　　調査担当者　　調査第３班　班長　山本三郎

本発掘調査

　　遺跡調査番号　２００２０８９

　　調査期間　　　平成１４年５月２４日～８月９日

　　調査面積　　　１０８９㎡

　　調査関係者

　　　調査担当者　調査第３班　主査　山上雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　主任　池田征弘

　　　現場事務員　北山由紀子　　西山はるみ

　　　現場補助員　谷後恒美

　　　調査請負　　株式会社石井緑化造園

　　　航空測量　　河南測量

― ―２

第４図　現地説明会の風景（北東から）

第３図　表土の掘削作業（南東から）

第２図　井戸の調査風景（北東から）
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２．整理作業の体制

　整理作業は平成２２・２３年度の２カ年にわたって実施した。

　平成２２年度は遺物の水洗い・ネーミングおよび遺物の接合や、金属製品以外の実測を実施した。金属

製品については保存処理を実施している。さらに、土壌サンプルの分析鑑定を実施している。

　平成２３年度は金属製品の実測・図面補正・トレース・遺物復元及び写真撮影・写真整理・木製品の保

存処理、報告書のレイアウト及び編集を実施した。

　

平成２２年度

　　　　　　　　実測　主任技術員　島田留里

　　　　　　　　　　　企画技術員　森園悦子

　　　　　接合・復元　主任技術員　眞子ふさ恵・島村順子

　　　　　　　　　　　企画技術員　三好綾子・又江立子

　　　　　　　　　　　図化技術員　宮野正子・荻野麻衣

　

平成２３年度

　　　実測・トレース　主任技術員　　　島田留里

　　　　　　　　　　　企画技術員　　　高瀬敬子

　　　　　　　　　　　図化補助技術員　久保夏美

　　　　　接合・復元　主任技術員　　　島村順子

　　　　　　　　　　　企画技術員　　　三好綾子

　　　　　　　　　　　図化技術員　　　奥野政子・荻野麻衣

　　　　　　　　　　　図化補助技術員　平宮可奈子

　　　　　　　　　　　日々雇用職員　　吉田優子
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第５図　調査区位置図

０ １００ｍ

旧河道

第６図　調査中の東古佐遺跡（東から）
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第２章　地理的環境・歴史的環境

第１節　地理的環境
　篠山市は平成１７年の町村合併によって篠山町・丹南町・今田町・西紀町の旧多紀郡４町が１市になっ

たが、東古佐遺跡はこのうち旧丹南町に所在している。地理的には今田町を除く旧３町は篠山盆地と呼

ばれる標高２００ｍ前後の盆地と周囲の標高５００～６００ｍ前後の丘陵地帯が占める。

　調査地周辺は標高１９９ｍ前後で篠山盆地の西寄りに位置する。篠山盆地には加古川の支流である篠山

川が盆地中央を流れるが、この川は遺跡付近では北約５００～６００ｍにあって西側に流下し、丹波市山南町

へと流れ、加古川へと通じている。

　一方、遺跡周囲は段丘化した地形を呈し、篠山川の河床からは１０ｍ前後の比高差を測る。さらに、調

査地の周囲は標高２２０ｍ前後の小丘陵が北・東・南側を取り囲むが、調査地はこのうち北・東側丘陵の裾

部に位置する。ところでこのような島状の小丘陵は盆地内に散在して立地する。この丘陵裾に多くの遺

跡分布が認められるが、東古佐集落もこの１例であろう。島状の丘陵裾には広く安定した高燥地がない

ため、この地域の集落立地は島状の小丘陵ごとに分断され、現集落もこの景観の面影を残すものが多

い。

　ただし、遺跡周辺では篠山川の河床が周囲の平地より低いことから用水に苦労したようで、例年水枯

れに悩まされた。特に東古佐は上流にあたる東南側を丘陵が塞ぐ地形であるため、耕作に伴う用水の確

保はもっとも不便な場所であったようだ。そのことは古くから水枯れに苦しんだ伝承が伝わることから

も窺い知ることができる。さらに、かつての遺跡周辺（明治期まで）では耕作のための用水を溜池（東

古佐では南側に青池がある）に頼っていたが、この水のみでは賄えないため、湧水や井戸からの汲み上

げ水なども利用した。しかし、この引水作業がかなりの重労働であり耕作が困難であったという。この

ような問題を解消するために東吹・吹新・宇土・杉・西吹・東古佐・網掛の７集落によって「吹耕地整

理組合」が大正２年（１９１３）に設立され、耕作地の耕地整理を行うとともに、渡り瀬橋の下流に揚水機

を設置した。これによって大正６年から耕作地への配水が実施され、大正１３年におこった旱魃にも完全

な収穫が得られたことが伝えられている。

第２節　歴史的環境
　篠山盆地では近畿自動車道舞鶴線などに伴う調査によって１９８０年代から大規模な発掘調査が目立っ

た。ただ、遺跡周辺での発掘調査は限られており、遺跡周辺の概要を知ることができる成果はあまり多

くない。

　ここでは今回の調査に関係する弥生時代～中世を中心に概略を述べておきたい。

　弥生時代については東古佐遺跡周辺では多くの成果が認められないので篠山盆地全体の概要を述べて

おきたい。早い時期のものでは四ノ坪遺跡（丹南町岩崎）や口坂本遺跡（西紀町口坂本）で前期新段階

の土器が出土したことがいわれている。中期～後期では竜円寺遺跡・西木ノ部遺跡・板井・寺ケ谷遺

跡・内場山遺跡・上板井遺跡・藤岡山遺跡などがあり遺跡数も増加する。また、弥生時代後期から古墳

時代に続く集落遺跡としては小枕遺跡（小枕）や北野遺跡（丹南町大山）が代表的である。

― ―５
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第７図　東古佐遺跡の周辺
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第８図　周辺の遺跡

１．東古佐遺跡 ２．護摩ヶ谷古墳群 ３．護摩ヶ谷中世墓 ４．東古佐近世墓

５．中池ノ坪遺跡 ６．東古佐遺物散布地 ７．蛭子山古墳群 ８．護摩ヶ谷南遺跡

９．東吹西山１号墳 １０．東吹西山２号墳 １１．東吹西山３号墳 １２．東吹西山４号墳

１３．薬師山古墳 １４．網掛古墳 １５．網掛２号墳 １６．大平山２号墳

１７．大平山１号墳 １８．八柱神社裏山古墳群 １９．網掛城跡 ２０．網掛城跡古墳

２１．長者ヶ谷古墳群 ２２．薬師山１号墳 ２３．薬師山２号墳 ２４．薬師山３号墳

２５．西吹遺跡 ２６．西吹城跡 ２７．谷山遺跡Ｂ地点 ２８．谷山遺跡Ａ地点

２９．谷山遺跡 ３０．東城山遺跡 ３１．竜円寺遺跡 ３２．谷山城

３３．岩崎城跡 ３４．岩崎遺跡 ３５．岩崎四ノ坪遺跡 ３６．岩崎１号墳

３７．岩崎２号墳 ３８．宇土古墳 ３９．向井山１号墳 ４０．向井山２号墳

４１．向井山３号墳 ４２．向井山４号墳 ４３．権現山遺跡 ４４．飛の山城跡

４５．飛の山古墳群 ４６．諏訪山１号墳 ４７．諏訪山２号墳 ４８．諏訪山３号墳

４９．諏訪山４号墳 ５０．諏訪山５号墳 ５１．西岡屋遺跡 ５２．ヤケヤノ坪遺跡

５３．柴崎遺跡 ５４．国史跡篠山城跡 ５５．篠山城旧三の丸跡 ５６．篠山城下町

５７．東中道ノ坪遺跡 ５８．吹城跡 ５９．城山１号墳 ６０．城山２号墳
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　弥生時代～古墳時代にかけての遺跡周辺の詳細は不明であるが、古墳については周囲に多く存在する

ことが知られている。周知の古墳では、北側の丘陵に蛭子群集墳・護摩ヶ谷群集墳、南側には東吹西山

１・２号墳・薬師山古墳群・網掛古墳・網掛２号墳・大平山２号墳・東吹西山古墳群などの古墳群が知

られ、周囲の小丘陵上には多くの群集墳が築造されている。

　護摩ケ谷古墳群は割山（護摩ケ谷古墳群）と西側の蛭子山（蛭子群集墳）の群集墳で構成され２３基の

存在が知られている。このうち護摩ケ谷５号墳（全長２３ｍ）と１６号墳（全長２０ｍ）が前方後円墳の可能

性が指摘され残りの古墳は直径９～１５ｍの円墳で、主体部は木棺直葬と推定されている。また、遺跡南

側の長者ケ谷１号墳は昭和６２年の発掘調査によって直径１１．５～１３ｍの円墳で、墳丘上に列石と埴輪列を

伴う木棺直葬墳であることが判明した。時期は５世紀後半とされ棺内及び墓壙内からは太刀（２）・鉄

剣（１）・鉄鏃（２１）が出土している。このように、遺跡周囲には多くの古墳が存在することから当該

期の集落遺跡も広い範囲で存在したことは疑いがないが、その様相は明らかにできない。また、古代の

遺跡については篠山盆地北側の山陰道沿いに展開する遺跡群（郡衙推定地である東浜谷遺跡や、長柄駅

の比定地である下小西の坪遺跡、官衙関連遺跡である西岡屋遺跡など）が知られているが、遺跡周辺の

調査成果に目立ったものはない。

　周辺での中世集落に関わる調査は近年増加しつつある。おもなものを次に略述しておきたい。

　中世の遺跡では調査区の東側に東中道ノ坪遺跡が平成９年（１９９７）に調査が実施され、１２世紀末～１３

世紀前半の集落が検出されている。八上上遺跡は波多野氏の本拠として知られる八上城跡の北麓に立地

する遺跡で、１３～１４世紀の中世集落が検出されている。初田館跡は武庫川水系の谷中分水嶺付近に位置

する戦国時代の居館跡である。この居館の下層遺跡から１２～１３世紀初頭ごろの瓦器・黒色土器などを含

む遺物群が出土している。内場山城跡でも戦国時代の山城跡ととともに１２世紀代の中世墓などが検出さ

れている。さらに、西紀ノ部遺跡・板井寺ケ谷遺跡においても１２世紀の中世集落が検出されている。特

に西木ノ部遺跡は平安時代末～鎌倉時代（１２末～１３世紀）の集落が検出されている。

　なお、１２世紀頃の遺跡周辺は成勝寺領の「福貴御園」といわれ、その後大覚寺領に伝領され「吹荘」

と称したといわれるが、詳細は不明な点が多い。

　戦国時代の山城では周囲に遊谷城跡・藤井館跡・西吹城跡・網掛城跡・吹城跡・吹出城跡・岩崎城

跡・谷山城・佐幾山城・禄庄城などが所在する。これらの山城のうち、丹波街道に面する谷山城に関し

ては山頂から小規模な郭が連続するものでやや大規模といえる。これに対して、西吹城跡・網掛城跡・

吹城跡・吹出城跡・佐幾山城などでは郭の削平があまく、自然地形と区別が難しい。さらに、他のもの

も小規模で虎口や郭構造に特徴が認められないことから、これらの城郭群は在地勢力が築城した遺構と

考えられる。

　一方、亀山（現亀岡）から八上城跡の麓を通り古市へ通じる丹波街道、さらに氷上郡に通じる山陰道

沿いの城郭群では先の谷山城が大規模であり、淀山城や内場山城跡のような横堀・帯曲輪を巡らすなど

の特徴的な遺構が散見され、遺跡周辺とは対象的である。

【引用文献】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
丹南町１９９４「丹南町史」上・下巻

兵庫県教育委員会２００２「東中道ノ坪遺跡」

兵庫県教育委員会１９９３「西木ノ部遺跡」

兵庫県教育委員会２００３「八上上遺跡」
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第３章　調査の成果

第１節　調査概要（図版１６・写真図版１７～１９参照）
　調査では、弥生時代後期～古墳時代（前期と後期）の自然流路・土器溜り、古代（８～９世紀）の柱

穴群、中世の集落（１３世紀～１４世紀前半）などが検出された。中でも、中世の集落関連の遺構・遺物が

圧倒的に多く、広い範囲で見つかっている。なお、それぞれの時代の遺構面は中世段階が上層、古墳・

古代が下層から検出される。このため中世の遺構面を第１面、古代以前の遺構面を第２面として検出し

た。

〔土層について〕（図版３参照）

　調査地周辺では耕作土直下から中世の遺構面が検出された。井戸・掘立柱建物などの中世集落関係の

遺構が検出されるのは図版３土層断面図では３層上面にあたる。３層以下は基本的に水平堆積である

が、断ち割りを行ったＴ２・Ｔ３・Ｔ４の各地点では腐植土層と締まりのよいシルト質土層が互層に堆

積している。これらの層は基本的に還元層であり湧水も認められない。

　一方、調査区の東側（調査区東端より６５ｍの範囲）では第３層が確認されない。この範囲では数ｍ～

１０ｍ前後の単位で、土層が東側に沈む傾斜した堆積が観察される。さらに、中世遺構が検出された第

４・２５層およびこの下層についても比較的軟弱な土層が見られた。この範囲では土砂に水分が多く、下

層は湿地性の堆積層の特徴を示す。また、第４・２５層の下、約１ｍ前後のところからは多くの地点で湧

水が確認されている。なお、後述する大半の井戸はこの軟弱地盤の範囲に掘削されており、検出面の下

１ｍのところで湧水層が確認されている。

　このように西側とは全く異なる堆積の範囲は図版１で示したとおり、調査区の北東方向から南西方向

へ向かって広がっており、堆積層の観察からかつて北東から南西方向へ流れた旧流路の埋没した痕跡で

あることが指摘されている。この旧流路は北東側の丘陵の鞍部から丘陵裾を回りこむように南西方向へ

流れていたと推定される。

　この軟弱な堆積層は東側と北側の間の丘陵鞍部に延びているが、篠山盆地にかつて存在した埋没河川

の名残と考えられる。この埋没河川の東肩は調査区の範囲では検出できなかったが、状況からすると丘

陵裾付近まで続く可能性がある。

　一方、調査区の中央付近（図版２下層包包含層検出範囲）では第３層直上と第２層の間に層厚さ１０㎝

前後の包含層が検出された。削平が著しく断面図には図示していないが暗褐色土で中世遺物などを多く

包含していた。出土遺物には中世遺物の中でも古い時期の遺物が出土している。ただし、この一群は時

期的な混じりもあり一括資料として評価することはできないが、一応は古い段階の包含層として取り扱

い報告を行っている。おそらく、水田耕作などによって削平されているが元来は調査区全体を覆ってい

た可能性がある（１）。

第２節　弥生時代～古代（下層の遺構）
１．弥生時代～古墳

　この時期の遺構は土器溜りとして検出できた土坑および溝がある。主なものはＳＫ１８・ＳＫ１９・ＳＤ３

である。竪穴住居跡などは検出されていないが、北側の現集落側に本体が存在する可能性があり、調査

区は集落の南限域に位置すると思われる。

　土器溜りは自然流路の西端に沿って出土するもので、第３８層の直下などから多数の土器が出土してい

る。これらの遺物は自然流路が埋没する過程で流路内や流路岸の土坑に投棄されたものと推測される。

― ―９



― ―― ―１０

〔遺　　構〕

ＳＫ１８

　不定形で東西方向に長軸を持つ溝状の土坑である。長さ３．５ｍ、幅１．５ｍ、深さ０．１５ｍの規模を持つ。

土坑の長軸は前述の旧河道の方向を向いている。また、ＳＫ１８や弥生時代の土器が集中的に出土する周

辺は、旧河道の西肩部分にあたり、１～４・１１などの土器にはまとまりがあるが、その他の土器には破

片が多い。おそらく、この時期前後まで旧河道周辺は湿地に近い場所であった可能性が高い。ただし、

多数の弥生土器が出土しているが古墳時代の土器細片も混じるため、遺物群に一括性は望めない。

ＳＤ３

　北東から南西に流れる溝である。規模は長さ３．０ｍ、幅０．４～０．７ｍ、深さ０．２ｍである。

２．古　　代

　調査区西寄りの柱穴には８～９世紀頃の土器を伴う柱穴が数基検出された。ただし、明確にこの時期

と判別できるもので建物の並びを復原するには至っていない。また、上記の旧河道周辺からは古代の土

器の出土がないため、遺構が立地するのは調査区の中央に限られる。

３．中　　世

　調査区全域に遺構が広がるが、地形から見ると現集落が立地する北側に、この時期の集落の中心も存

在する可能性が高く、調査区は遺跡中心部から南の外縁部にあたる地点と推定される。検出された遺構

は１３～１４世紀代の掘立柱建物７棟、井戸１２基、土坑、溝などである。このうち柱穴は調査区の西端を除

いてほぼ全域に濃密に分布するが、復元できた建物は調査区の制約もあってＳＢ１～７の７棟に止まる。

このため、実際にはさらに多くの建物が存在した可能性が高く、周辺一帯が集落域に含まれると思われ

る。

　一方、建物の軸方位、溝や井戸の方向はすべて西に傾いており、現在の地割とは軸線を異にしてい

る。この西に傾くという点は調査区内の中世遺跡は共通するが、近代の旧水田の地境もこれに近い軸方

位で検出されている。調査区周辺の地割は大正２～６年（１９１３～１９１７）にかけて耕地整理（丹南町史編

纂委員会『丹南町史下巻』１９９４年）が実施されて現在の地割となったことが判っている。このことか

ら、中世から近代までの周辺の地割は前者のものと考えられ、概ねＮ－１０° ―Ｗ前後（ＳＤ１を基本とし

た。）の方位軸を持っていたものであることが調査によって確認できた。

〔掘立柱建物〕（図版４～６・写真図版５～７参照）

　掘立柱建物は調査区の東端から４０ｍ前後、西端から２５ｍ前後の範囲で集中して検出された。ただ、多

くの柱穴が見つかった割には復元できた建物が７棟、構造が把握できたのは、そのうちの３棟（ＳＢ１～

３）に限られた。さらに、面積が最大のＳＢ１で４５．４㎡（但し検出範囲内）、ＳＢ２で２４．９㎡、ＳＢ３で

１４．４㎡などと小規模なものが多い。そして、全体的に検出された柱穴の深さが１０～２０㎝前後のものが多

いことからすると、上面の削平によって失われた柱穴が多いことも原因して、正確な様相把握ができて

いない可能性がある。

ＳＢ１・ＳＢ２

　調査区東寄りで検出された掘立柱建物で２棟が重なって見つかった。但し、東西方向の調査区の制約

があるため、どちらの建物も全容を確認できなかった。柱穴の切合いではＰ９（ＳＢ１）をＰ８（ＳＢ２）

が切るためＳＢ１→ＳＢ２という順になる。

　ＳＢ１は検出区内では東西３間×南北３間（６．３×７．２ｍ）の建物であるが、南辺にＰ４１・４２が約０．３ｍ

伸びて庇となる。建物の軸方位はＮ－６° －Ｗで、ＳＤ１・２と同様で西に傾く軸方位を持っている。

　建物西辺のＰ２１・４２や東辺のＰ５・７・９、南壁のＰ１８・３０は前後の間隔や方向から、本建物の柱穴

として復元した。ただし、調査区の東西側については幅が０．４～０．８ｍ前後と狭い上に、建物がさらに伸
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びる可能性が充分考えられるため、本建物の構造は明確にはできなかった。建物の柱穴は平面円形で、

直径２０～３０㎝前後であるが、深さは１０～２０㎝前後のものが多い。おそらく上層をかなり削平されている

と推定される。埋土は暗褐色シルト質土でＰ４にはわずかに柱材が遺存していた。

　ＳＢ２は３間×２間（５．８×４．３ｍ）の東西棟で、軸方位はＳＢ１と同一方向である。四周の柱を検出し

たが、北辺の束柱や東辺の側柱の１基などが検出できなかった。ＳＢ１同様、上位面の削平が著しく消

失したものと思われる。北辺の側柱１基と西辺の柱１基が検出できなかったが、内部の束柱も検出され

るため総柱と評価してよい建物である。柱穴は平面円形で、直径２０～３０㎝前後であるが、深さは１０～２０

㎝前後のものが多い。

ＳＢ３

　井戸１の西側で検出された建物で、梁行２間×桁行３間（３．２×４．５ｍ）の規模を持つ。建物方位はＮ

－８５° －Ｅを向く東西棟である。梁行西辺の柱穴および東側の束柱が検出できなかった。柱穴は概ね円

形ないし楕円形のものが多く直径は３０～４０㎝前後である。柱の深さは２０㎝前後のものも含まれるが、総

じて周辺の柱穴と同様に浅いものが多い。周辺には多くの柱穴が検出されたため、復元した建物のほか

にも多くの建物が存在すると考えられるが、ＳＢ１・２同様で、周囲には復元できない建物が多く存在

すると考えられる。

ＳＢ４

　調査区西側で検出された建物で、南北１間以上×東西２間（３以上×５ｍ、東面庇付）の規模をも

つ。ただし、調査区外に伸びるため建物の南側については全様が不明である。建物方位についても梁・

桁の区別が付かないため不明であるが、東西棟と仮定すればＮ－８０° －Ｅを向く建物となる。

ＳＢ５

　調査区の西側で検出されたもので、ＳＢ４の西隣で検出された建物である。３間×１間以上（７．２ｍ、

南北は不明）が検出された。建物の大半が調査区南外側であるため詳細は不明。建物方位についても

梁・桁の区別が付かないため不明であるが、東西棟と仮定すればＮ－８２° －Ｅを向く建物となる。

ＳＢ６

　調査区の西端、ＳＥ１６の南側で検出された建物で、２間×１間以上（５ｍ×１．４ｍ以上）が検出され

た。建物の大半が調査区南外側であるため詳細は不明。建物方位についても梁・桁の区別が付かないた

め不明であるが、東西棟と仮定すればＮ－７５° －Ｅを向く。

ＳＢ７

　調査区の西端、ＳＢ６の西隣で検出された建物で、３間×１間以上（６．５ｍ、南北辺は不明）が検出さ

れた。建物の大半が調査区南外側であるため詳細は不明。建物方位についても梁・桁の区別が付かない

ため不明であるが、東西棟と仮定すればＮ－８１° －Ｅを向く。

〔柱　　穴〕（図版６・写真図版６・７参照）

　中世の柱穴は大半が円形で直径３０～４０㎝前後を測るものが多い。深さは１０～１５㎝程度のものが多く、

全体的に上面を削平された可能性が高い。遺構図に図示した柱穴はＰ６７・Ｐ８７・Ｐ８９・Ｐ７６・Ｐ１７３・Ｐ１７４

が断面、Ｐ８４、Ｐ２３４が平断面図である。Ｐ６７・Ｐ８７・２３４は内部から瓦器椀が、Ｐ２３４は青磁碗が出土して

いる。これらは完形に近い個体がそのまま埋納されており、状況から地鎮めと推測される。このほか

Ｐ８９・Ｐ７６・Ｐ１７３・Ｐ１７４には柱材が遺存していた。大半が柱の根の部分で芯のみが残されていた。

　柱穴の分布は掘立柱建物で記述したとおりであるが、さらに詳細に見るとＳＢ１・２（Ａ）、ＳＢ３（Ｂ）、

ＳＢ４・５周辺（Ｃ）、ＳＢ６・７（Ｄ）の４グループが確認でき、各グループの間では少し柱穴の密度が

疎らになる。このことからみると、調査区内には４つの建物グループがあり、それぞれが屋敷地の単位

であったことが推測される。また、これに付随する形でＡには建物の東側にＳＥ４・７・１７など、Ｂに

はやはり東側にＳＥ１・２周辺があり、ＤにはＳＥ１４～１６（Ｃは不明、調査区外か）などの井戸群が隣接

しており、建物群との関係が示唆される。
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〔土坑・溝〕（図版１３～１５・写真図版１６参照）

ＳＫ４

　平面楕円形で内部に多量の礫を充填していたが、この礫に混じって丹波焼の甕・土師器皿・須恵器

鉢・石鍋などが出土している。礫は人頭大のものから拳大のものまで大小のものが乱雑に詰め込まれて

いた。土坑の規模は長軸長１．７ｍ、幅０．９５ｍ、検出面からの深さ０．３２ｍを測る。底部はやや丸く、断面

は船底状となっている。土坑底から柱穴２基が検出された。

ＳＫ８

　直径０．８５ｍ、深さ０．５ｍの円形土坑である。小規模で浅い土坑であるが、中位より下部は直径０．５ｍほ

どとなる構造である。井戸のＳＥ３・５・６などに隣接して検出されていることや、下部で円筒形の堀

方をもつ点からすると、井戸の可能性もあるが湧水層に達していないため土坑で報告した。

ＳＫ９

　溝状の浅い土坑である。検出範囲での規模は長さ６．８ｍ（検出範囲）、幅０．６～１．６ｍ　深さ０．１～０．２ｍ

の規模を測る。検出された形状も部分的に不定形で、範囲も不明確な箇所があるなど一定の形状を持た

ない。

ＳＫ１０

　１辺１．１９ｍ前後の方形を呈する土坑である。

ＳＫ１１

　調査区中ほどで検出された円形土坑である。直径０．７～０．８ｍ、深さ０．１ｍ前後の規模で埋土には炭が

若干混入していた。

ＳＫ１２

　調査区西寄りで検出された楕円形土坑で、長軸１．１ｍ、幅０．６５ｍ、深さ０．２ｍの規模を測る。

ＳＤ１

　調査区の東端で検出された溝で調査区を南北に横断して検出された。幅１．２～１．５ｍ、深さ０．３～０．４ｍ

を測る規模で、Ｎ－１０° ―Ｗの方向に南流している。西側のＳＤ２や掘立柱建物１と同様に西側に軸方位

を持つ。このことから中世段階の周辺地割がこの方位であったことが推測される。

ＳＤ２

　調査区の東端で検出された溝で、調査区を南北に横断して検出された。検出長さ６．７ｍ、幅０．６～０．８

ｍ、深さ０．１～０．１５ｍの規模である。ＳＤ１と同様集落の西側を限る区画溝の可能性がある。溝の軸方位

はＮ－２０° ―Ｗで、底のレベルからすると南流する可能性がある。但し調査範囲での高低差は微細なも

のであるので、流れの方向については結論できない。

〔井　　戸〕（図版７～１２・写真図版８～１５参照）

　井戸は１２基検出された。大きくは円形（ＳＥ１・３・７・１４・１５・１６・２０）を呈するものと、方形

（ＳＥ２・５・６・１７）を呈するものがある。（ただし、ＳＥ１３は近世に下るもので、部分検出のため形状

は不明）

ＳＥ１

　調査区中央の南側に検出された井戸である。南半分は調査区外となる。掘方は平面楕円形で、規模は

最大径３ｍ、深さ１．３５ｍを測る。井戸底に曲物を２段組んで水溜めとする。掘方の掘削はロート状にお

こなわれ、上層は広く、下部は曲物の範囲のみを掘削していた。

　水溜となる曲物は側面に円礫を挟んで安定させており、上端には木枠材（Ｗ２１～Ｗ２４）を方形に組ん

で水溜の仕切りとしていた。この木枠の周囲には直径３～５㎝程度の円礫を敷き詰めて水処理のための

工夫がなされていた。さらに、埋土の堆積からすると井戸上層（水溜より上側）は廃棄時に井戸側を破

壊したと推定され、掘方に角礫が散乱する。状況からすると石積みの井戸側であった可能性がある。

　内部からは丹波焼甕の破片が出土しているものの、小片であることと井戸上層から多く出土している
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ことから考えて、井戸が廃棄される時点で混じったものの可能性が高い。

ＳＥ２

　ＳＥ１の北側に検出された井戸である。平面方形で最大長１．６ｍ、深さ１．５５ｍの井戸である。内部は井

戸廃絶時に井戸側を抜き取ったと思われ、東辺の側板のみが斜めに倒れかかるように残されていた。

　この側板は壁に沿って検出されている状況を見ると、元々は井戸側の内面に側板を方形に巡らせてい

たものと推定される。埋土からは瓦器椀・皿、須恵器鉢などが出土しているが、いずれも混入と考えら

れる。

ＳＥ３

　ＳＫ４の東隣に検出された。平面円形の井戸で底に曲物を据え水溜めにしていた。最大径１．６ｍ、深さ

１．４５ｍを測る。井戸１同様、上層は廃棄時に井戸側を除去するために掘削が行われ、瓦器椀などの土器

が出土している。水溜内側の底部からは板材が出土したが、これらの板材は上から転落したものと推定

される。周囲や内部に礫が観察できないので素掘り井戸であった可能性が高い。

ＳＥ５・６

　平面方形を呈する井戸でＳＥ１７と共に近接して見つかった。ＳＥ５は長辺１．５ｍ、短辺１．２ｍ、深さ０．６ｍ

で、内部に須恵器甕・瓦器椀が捨てこまれていた。内部から土師器皿・瓦器椀・白磁皿・丹波焼擂鉢・

須恵器甕片などの土器が出土している。ＳＥ６は１辺１．２ｍ前後、深さ０．４ｍを測る。内部からは瓦器椀

などが出土している。

　これら２基の井戸は掘削深度が他の井戸に比べ極端に浅く、井戸底には若干の水の湧出が認められる

ものの、湧水層には達していないことから、井戸の掘削を途中で放棄した可能性がある。一方、規模・

形状などからすると隣接のＳＥ１７は最後まで残され、井戸として機能したのであろう。

ＳＥ７

　調査区の東寄り、北側の壁際で検出された井戸で、北半分は調査区外に伸びている。検出範囲では長

軸３．０ｍ、深さ１．６ｍを測る。上部に方形の木枠を組み、西側を石組みで補強していたと推測される。石

組みは多くが抜き取られ破壊されていたが、内部に若干の石材が残されていた。検出面より１．０ｍほど

で湧水が認められ、この湧水のあたりから特に壁面が軟弱で、調査中も崩落を繰り返した。埋土に混

じって土師器皿・堝、丹波焼甕などが出土している。

ＳＥ１４～１６

　調査区の西端で検出された井戸で、いずれも素掘り構造である。３基は近接するが、ＳＥ１５・１６は切

り合っており、ＳＫ１６→ＳＫ１５の順と考えられる。

　井戸の規模はＳＥ１４が長軸長３．４ｍ、深さ１．１ｍで、ＳＥ１５が長軸長３．０ｍ、深さ１．０ｍ、ＳＥ１６が長軸長

１．５ｍ、深さ０．９ｍをそれぞれ測る。いずれも湧水層には達しておらず、埋土は井戸底までよく締まった

シルト層が堆積している。おそらく井戸掘削を行ったものの湧水層に行き当たらなかったことから、放

棄したのではないかと推測される。

ＳＥ１７

　調査区北側の壁際で検出された井戸である。規模は１辺１．４ｍ、深さ１．４ｍで、壁面を垂直に掘削す

る。井戸底に角材を組み合わせた方形の木枠（Ｗ２５～Ｗ２８）を据えて、内部に丹波焼甕（１４８）の破砕

した破片を敷き詰めていた。木枠は両端に組み合わせのための�を切る。材は井戸１の木枠とほぼ同規

模であるが、�の長さ３～４㎝ほどと井戸１に比べやや簡略なものである。甕片は１個体の甕を破砕し

たものであるが、底部片を含まないものであった。このため、もともと井戸側として利用された甕を転

用し破砕してこの井戸の水溜めとしたことが推測される。

　さらに、掘方が狭小であることを考えると、この井戸が素掘り井戸であるとは考えにくい。おそらく

井戸側にはＳＥ２のように側板が存在した可能性が高い。このためこの井戸でも廃棄時に破壊され、側

板などの井戸部材は抜き取られたのではないかと思われる。
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ＳＥ２０

　調査区の東端で検出された井戸で、直径１．５前後、深さ１．２ｍ以上を測る。井戸底は検出していないが

おそらく掘削深度が井戸底に近いものと推定される。ただし、湧水が激しくさらに瞬時に壁が崩落した

ため井戸底までの充分な調査が実施できていない。埋土についても軟弱なシルト質土で、井戸底では泥

土状の堆積が認められた。また、井戸底には植物遺体などが多く含まれていた。

　内部からは土師器皿（２０２）、呪符木簡（Ｗ１８）、木片（Ｗ１９・Ｗ２０）、板材（Ｗ３５）などが出土した。

木簡Ｗ１８には「南無大日如来」の墨書がある。板材はＷ３５のほかいくつかの端材が出土したが腐朽が著

しいものばかりであった。ただし、Ｗ３５を含めこれらの板材の出土からすると、元々この井戸は板材の

井戸側をもった木枠構造の井戸であったことが推測される。おそらく井戸廃棄の段階で板材の大半は持

ち去られたものと考えられる。

第３節　小　　結
　調査の結果、篠山川西岸に立地する弥生時代後期末・古墳時代・古代・中世の各時代にわたる集落遺

構を検出した。古墳時代は庄内期と後期段階、古代は８～９世紀前後、中世は１３世紀～１４世紀前半前後

の時期の遺構が出土している。

　また、これらの時代に先行して調査区東側には古篠山川の支流が流下し、付近はこの河床に位置して

いたことも判明した。河川は弥生時代後期にはほぼ埋没していたようである。さらに中世の段階になる

と篠山川の河床が下がり、近代には用水不足に苦しむ場所であったことが伝わっている。おそらく、中

世集落に伴う井戸もこのような水不足を補うために掘削されたのであろう。なお、井戸はこの旧河道が

通る場所に集中している。その一方で西側でもＳＥ１４～１６のように井戸掘削を試みているが湧水層に行

き当たらないために掘削をあきらめたものもあった。

註
１．立命館大学 青木哲哉氏のご教示による。
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第４章　出土遺物

第１節　弥生時代～古代
　下層から出土した遺物には弥生時代～古墳時代のものが含まれるが、層位で分離できるものではな

く、混在した状態で出土している。また、一部中世の下層包含層からの混りもあるため、中世のものは

整理段階で分離して報告した。

１．弥生時代（図版１７・１８・写真図版２１・２２参照）

［土　　器］

　この時期の土器には壺（１・２・６・８～１２）・甕（４・５・７・１８～２３）・高杯（３）・蓋（１４～

１６）・鉢（１７）などがあり、大半が包含層出土である。古墳時代の土器に混じりが著しい。ＳＫ１８の土器

溜りからは１～６・１０～１２が出土している。

　壺１は厚手の個体である。口縁部を二重口縁状にし、体部は球形になる。外面に縦ハケ、内面は粘度

紐の接合痕跡が顕著である。壺２はラッパ上の口縁部を持つ、小型の壺である。器表に小規模な黒斑が

観察される。３は高杯で脚部の破片である。中実で４方向の円形透かし穴をもつ。４は甕で口縁部をく

の字に外反させ、体部はやや長胴となる。外面に右上りの平行タタキ痕跡が残される。５は同じく甕で

二重口縁となる。内面胴部にケズリ調整、外面には体部上半に縦ハケ、中位に横ハケを施す。６は壺で

口縁部がすぼめた頸部から直立気味に立ち上がり、上端でラッパ状に開き、端部は外方に面を持つ。胴

は肩部が上位に位置するが、球形に近い器形となる。７は甕で口縁部を丸く立ち上げ、端部は丸くおえ

る。厚手の個体である。外面は縦ハケ、内面は縦方向に指ナデで器面を調整する。８は壺で二重口縁壺

であるが、摩滅が著しく調整は不明である。１０は壺で下ぶくれの器形となり、口縁部外面に２条の疑凹

線を施す。外面はタテ方向のミガキ。内面にはナデと指頭痕跡が観察される。体部の粘土紐接合痕跡が

顕著で、黒斑が胴部下半に観察された。１１は壺で下膨れ状の体部を持ち、口縁部には６条の疑凹線、体

部は縦方向のミガキ調整を施す。体部下半に異なった胎土を使用しており、文様を意識していると思わ

れる。

　壺１２は玉葱形の体部からラッパ状に開く口縁部。端部を上方につまみ丸くおえる。外面上半は縦方向

のミガキ、下半は横方向のミガキ調整が施される。１３は高杯で器表が荒れ、調整は不明である。１４～１６

は蓋ですべて同一の器形で壺蓋と思われる。天井部につまみを持つ。１７は鉢で手づくね成形のもので、

内面に指頭痕跡が顕著に残される。

　１８は甕で直立して立ち上がる頸部をもち、卵頭形の器形となる。外面にタタキ痕跡、内面はケズリな

どで丁寧にタタキ痕跡を消す。全体に体部の摩滅が著しい。１９は甕でやはり摩滅の著しい個体である。

外面右上がりのタタキ痕跡、内面は調整不明。口縁部を欠損する。

　２０は甕で土師器壺の底部細片外面に縦ハケ調整を施す。また、黒斑が胴部下半に観察される。２１は甕

でラッパ状に開く口縁部、体部はやや長胴形になる。外面タテ刷毛、内面口縁部付近は横ハケ。粘土紐

接合痕跡が顕著である。２２は甕で二重口縁を持つ。内面胴部にケズリ調整、外面には縦ハケが観察され

る。２３は甕では二重口縁を持つ。外面は全体的にタテ刷毛、内面は部分的に横ハケ調整を施している。

［石 製 品］（図版３２・写真図版３９参照）

　石器は、８点について報告する。Ｓ１はサヌカイト製の縦長剥片で、背面に大きく自然面を残す。加

工・使用の痕跡は認められない。Ｓ２・Ｓ３は石斧である。Ｓ２は両刃で丁寧な研磨加工を施している。

Ｓ３は石斧の未製品である。Ｓ４は砥石で使用による破損後に廃棄されたようである。Ｓ５～７は砥石で

ある。石材は全て異なるが、良く使用されている。Ｓ８は破損が著しい石鍋（一部）で、写真図版のみ

報告する。
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２．古墳時代（図版１９・２０・写真図版２３・２４参照）

　この時期の土器としては須恵器については杯身（２９・３３～３５・３６・３９）・杯蓋（２４～２８・３０～３２）・高

杯（３８）・高杯蓋（３７）・�（４０）・壺（４１）・甕（４２）があり、土師器については小型丸底壺（４５～４７）・

甕（４８～５２）・甑（４３）・円筒埴輪（４４）などが出土している。このほか井戸１に混入した土師器鉢

（１０４）がある。

　須恵器杯蓋は天井部と体部の境に稜を持つ２４～２６・２８と、やや強い屈曲を持つ２７、丸く折れる３０～３２

がある。

　２４は低平な天井部で、口縁端部が内傾し面を持つ。２５はやや丸く隆起する天井部を持ち、天井と口縁

の境には凹線状の稜をもち、口縁端部は内傾して面を持つ。２６は水平な天井部で口縁端部に内傾する面

を持つ。２７はやや丸く隆起する天井部を持ち、天井部と体部の境は単なる屈曲となる。２８はやや水平な

天井部を持ち、口縁端部が内傾する面を持つ。３０はやや膨らむ天井部が丸く屈曲しながら下り、天井部

と体部の境は屈曲となる。３１は水平な天井部を持ち口縁部を丸く尖り気味におえる。３２は丸く天井部が

膨らみ体部へと湾曲しながら下る。口縁端部はやや尖り気味におえる。

　杯身は個体数が少ない。２９は器壁が薄く口縁端部に内傾した面を持つ。外面底部は回転ヘラ削り、上

半は横ナデ調整を施す。たちあがりは直立気味で端部に内傾する面を持つ。３３は底部が平たくやや厚手

の個体である。たちあがりは基部が厚手でやや内傾する。３４は内面にカーブするたちあがりを持つ。３５

は底部から体部の上方まで回転ナデを施し、底部にヘラ記号が観察される。

　３６・３９は杯身である。かえりのない、杯Ｇである。

　３７は高杯の蓋で、扁平なつまみをもつ。３８は高杯の脚部片である。三角形の透かし穴がみられ、２条

の波状文と１条の沈線文を持つ。

　４０は�である。口縁部を欠くがややラッパ状に開く口縁部を持つと推定される。底部は粗い手持ちヘ

ラ削りを施すが、肩部には沈線が１条観察されるのみである。４１は壺の底部片である。肩部に粗い波状

文と数条の沈線が施され、底部にはタタキ痕跡が残される。４２は須恵器甕片である。口縁部を縁帯状に

肥厚させ頸部をくの字に折る。外面の体部にはタタキ痕跡が観察される。

　４３は甑である。破片であるため復原実測を行ったが法量はやや不安が残る。外面には縦方向のハケ目

が施され、内面にはケズリ調整が観察される。底部の穿孔は破片のため詳細は不明である。

　４４は円筒埴輪の断片である。タガおよびその直下のあたりと考えられる。タガの下には粗い縦ハケが

観察される。

　４５～４７は小型丸底壺である。４５・４６は内外面は器表が荒れ調整は不明である。４５は口径６．８㎝ と小型

の個体である。４６は口縁が直立的で球形の体部を持つ。４７はラッパ状に開く口縁部と球形の体部を持

つ。外面には縦ハケ調整が観察される。

　４８～５２は甕である。４８はハの字に開く口縁部で内面にはケズリ調整を施す。４９は口縁端部を丸く肥厚

させる、外面にわずかにハケ目が観察され、内面は頸部より下に横方向のケズリ痕跡が観察される。５０

はややすぼまった口縁を持つ個体である。５１は外面にハケ目痕跡、内面には板ナデ状の仕上げ調整が施

される。５２は外面に縦ハケ、内面には斜め方向のハケ目が観察される。

３．古　　代

　この時期の遺物も明確な遺構に伴うものは少ないが柱穴から比較的多く出土している。この時期の遺

物はＰ１８５の土師器杯８１・８２、須恵器杯Ｂ（８３）Ｐ１８６の杯Ａ（８４）、Ｐ１９６　杯Ｂ（８５）ＳＥ１４の須恵器杯

Ｂ（１７９）、同杯（１８０）などがある。須恵器杯Ａ８１は体部が直線的に立ち上がる。時期は奈良時代であ

ろう。同杯８２は外開き気味で回転ナデの痕跡が明瞭に残され、平安時代のものと考えられる。須恵器杯

Ｂ８３・８５・１７９は奈良時代後半～平安時代のものである。須恵器杯１８０は杯の口縁部片であるが詳細は不

明である。
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第２節　中世（図版２１～３１・写真図版２５～３８参照）
　今回の調査で最も多くの遺物が出土した時期である。特に調査区の東から中ほどにかけて集中して出

土しているが、この点は遺構の分布に比例したものとなる。中世の遺物は瓦器椀・皿、須恵器鉢・椀・

甕、土師器皿・堝・甕、白磁碗・青磁碗、丹波焼甕、木製品の曲物・下駄・漆碗、石製品の石鍋などが

ある。

１．柱　　穴（図版２１参照）

　掘立柱建物に関係する柱穴出土遺物は多くはないが次のとおりである。ＳＢ２のＰ６から瓦器椀

（５３）、ＳＢ３のＰ９９から瓦器椀（７２）およびＰ８２瓦器椀（５９）、ＳＢ４のＰ１４０から土師器小皿（７９）、ＳＢ６

のＰ２１３から瓦器椀（８７）、ＳＢ７のＰ２２７から瓦器椀（８８）が出土している。

　このほか柱穴からは次のような遺物が出土した。Ｐ５６から瓦器椀（５４）、Ｐ６２から土師器小皿（５５）・

同皿（５６）、瓦器椀（５７・５８）、Ｐ８４から青磁碗（６０）、Ｐ８５から土師器小皿（６１・６２）、Ｐ８６から瓦器皿

（６３）、Ｐ８７から土師器皿（６４）・瓦器椀（６５～６８）、Ｐ９２から土師器小皿（６９）・同皿（７０・７１）、Ｐ１０４か

ら瓦器皿（７３）、Ｐ１０８から須恵器鉢（７４）、Ｐ１１０から瓦器椀（７５・７６）・土師器堝（７７）、Ｐ１１８から瓦器

椀（７８）、Ｐ１７１から土師器小皿（８０）、Ｐ１８５から土師器杯Ａ（８１・８２）・須恵器杯Ｂ（８３）、Ｐ１８６から須

恵器杯Ａ（８４）、Ｐ１９６から須恵器杯Ｂ（８５）、Ｐ１９９から土師器小皿（８６）、Ｐ２３４から瓦器椀（８９）、Ｐ２３９か

ら土師器小皿（９０～９２）・同皿（９３・９４）、Ｐ２５６から瓦器皿（９５）、Ｐ２６３から土師器小皿（９６）が出土した。

　出土した遺物にはさまざまものが含まれるが、このうちＰ１８５の土師器杯Ａ（８１・８２）・須恵器杯Ｂ

（８３）、Ｐ１８６の土師器杯Ａ（８４）、Ｐ１９６の須恵器杯Ｂ（８５）は古代のものである（前項参照）。

　そのほかの中世の遺物ではＰ１１０の瓦器椀７５・７６のように１３世紀前半のものと、その他の簡略化が進

んだ１３世紀後半以降のものが存在するようである。ただし、瓦器では外面にミガキ調整が観察される個

体は認められないので、全体の中心時期は概ね１３世紀後半～１４世紀前半にかけての遺物が大半を占めて

いるようである。　

２．井　　戸（図版２２～２６・２９・３０参照）

　今回の調査で出土した遺物の大半を占めるのが井戸から出土した遺物である。土器類では埋め戻し時に土

砂に混じった遺物群が多く含まれ、木製品では井戸側や水溜めのための木枠材や曲物などが中心であ

る。

ＳＥ１

　出土した土器には土師器堝（９７・９８）、瓦器椀（９９～１０３）、白磁皿（１１０）、青磁碗（１１１）、須恵器鉢

（１０５・１０６）・丹波甕（１０７～１０９）がある。木製品には木札片３点（Ｗ１５～１７）と井戸側の木枠材４点

（Ｗ２１～２４）、水溜に使われた曲物５点（Ｗ１０～１４）がある。

　土師器堝は口縁部を玉縁状に仕上げ、体部をくの字に折る。外面に平行タタキ調整し、内面には円形

のあて具痕跡が確認される。

　瓦器椀は体部がやや丸みを帯び、高台径（１０２・１０３）は小さいが台形に近い断面形を呈する。口縁部

外面を横ナデ調整するが、外面にはミガキ調整が観察されない。外面体部下半には指頭痕跡が顕著に残

る。内面には間隔の粗いミガキ調整が観察され、見込みには雑なジグザグ状の暗文（１０２・１０３）が施さ

れる。

　須恵器鉢は１０５が口縁部上面をやや拡張し、１０６は上下に拡張した上で上面を丸くナデる。丹波焼甕

１０７～１０９はＮ字状口縁が退化して上面が軽く凹線状になる。器形からすると稲荷山窯跡などに併行する

製品である。１１０は白磁皿の体部片、１１１は青磁碗である。このほか、土師器鉢１０４は古墳時代のもので

ある。

　木製品も多く出土しているが、大きくは井戸側ないし水溜めのためのものと、その他のものに分けら
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れる。Ｗ１０～Ｗ１４は井戸下層に据えられた水溜めのものである。

　Ｗ１３は直径４７．０㎝、深さ２９．０㎝の円形の曲物で１枚の薄板を曲げて、樹皮（桜の皮）などで閉じ合わ

せ、外面の上下に補強のための薄板を重ねている。さらに閉じ合わせ部に薄板を縦方向に差し込んで、

合せ部を補強する。さらに、内面には円形に折り曲げるための細かな切り目が観察される。さらに上端

付近には直径２㎜前後の穿孔が数箇所観察される。

　Ｗ１０～１２についても同じ構造を持つが、高さ５．２～９．６㎝程度の浅い製品であるため、上下や合わせ目

の補強材は用いられない。

　木札Ｗ１５～Ｗ１７はいずれも断片である。このうち、Ｗ１６・Ｗ１７の頭部の両端に切り欠きが認められる

もので、呪符木簡や付札の可能性もあるが墨書などは確認できない。

　木枠材Ｗ２１～２４は両端に�を切ったもので、表面にはチョウナ痕跡が顕著に観察される。井戸の水溜

めに据えた曲物の上に木枠材として据えられていた。この上に井戸側の木枠が乗せられていたものと考

えられる。

ＳＥ２

　出土した土器には上層遺物である土師器小皿（１１４～１１６）・同皿（１１７・１１８）・瓦器椀（１１９）と、確実

に井戸内部から出土した瓦器椀（１２０～１３５）・瓦器皿（１３６）・須恵器皿（１３７）・同鉢（１３８）がある。

　土師器小皿はすべて手づくね成形で平底になる。土師器皿１１７・１１８はやや器高が高く口縁部をナデて尖

り気味におえる。

　瓦器椀は体部が直線的に外開き気味（１２０・１２８）になるものが少数で、大半が丸く内湾しながら立ち

上がるもので占められる。法量は口径１０．７～１４．０㎝、器高４．２～４．５㎝、高台径４．５～５．７㎝で口径１１㎝代

前後のものが中心を占める。高台径を明らかにできるものは６個体であるが、１３５以外は５㎝以下のも

ので占められる。

　口縁部のナデ調整が１段のもの（１２０・１２１・１２４・１２７・１２９・１３２～１３５）と２段以上のもの（１２２・

１２３・１２６・１２８・１３１）があるが、歪みが認められるものが多く仕上げは簡略化されている印象が強い。

内面は全体を横方向にナデ調整し、底部については一定方向のナデ調整を施している。ただし、１２７で

は底部から上方向に向けて板状の工具を用いて板ナデ調整している。また、ミガキ調整が外面に観察さ

れるものはなく、見込みにはジグザグ状暗文および、省略が進んだ１３３のようなものも認められる。また、

体部のミガキも間隔が広く１２１・１２７では形式的に施した程度にまで簡略化が進む。もちろん、ミガキ調

整は分割がなく全て全周するもので、勢いよく施している。高台は１３０のように断面台形を意識するも

のもあるが、総じて退化しており痕跡程度のものが多い印象である。瓦器皿は底部から丸く立ち上がる

体部を持ち、口縁部を丸くおえる。内面及び外面体部にかけて横ナデ調整を施す。ミガキの痕跡は観察

されない。

　須恵器小皿１３７は糸切り皿で体部が外開きで直線的に立ち上がり、口縁端部を丸くおえる。須恵器鉢

１３８は口縁端部が上方にやや拡張されるもので、器壁は厚さ４～５㎜前後とやや薄い。

ＳＥ３

　瓦器椀（１１２・１１３）および水溜めに使用された曲物（Ｗ２９）がある。瓦器椀は体部が丸く内湾気味に

なるもので、内面にのみ粗いミガキ調整が施される。ミガキの間隔は広く省略化が進む。口縁部付近は

横ナデ調整が施されるが体部下半は未調整で、指頭痕跡が観察される。１１２は横ナデ調整によって体部

中位が屈曲する。口縁端部は１１２がやや尖り気味であるが、１１３は丸くおえる。

ＳＥ５

　土師器皿（１５１～１５３）・瓦器椀（１５４～１６２）、須恵器鉢（１６４）・同甕（１６５）・青磁皿（１６３）がある。

　土師器皿はいずれも手づくねの製品で、１５２は口縁端部を外反させながら、尖り気味におえる。京都

系土師器の可能性がある。１５３は器壁が５～８㎜前後と厚手の個体である。

　瓦器椀は体部が丸く内湾気味の１５４・１５７～１６２と直線的な１５５・１５６がある。法量は口径１０．９～１２．９㎝、
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器高４．７～４．８㎝、高台径４．７～５．７㎝で、口径の中心は１１㎝代前後にある。内面のみに間隔の粗いミガキ

調整が施される。見込みの暗文は１５４・１５５のようにジグザグ状暗文が退化したものや、１６０のように渦

巻状のものがある。

　須恵器甕１６５は胴部の破片である。葉脈状の原体を用いて外面をタタキ調整しており、硬質に焼成さ

れた個体である。

ＳＥ６

　瓦器椀（１３９～１４１）がある。体部は直線的な１３９と中位で軽く、くの字に折れる１４０、丸く立ちあがる

１４１がある。ミガキ調整は内面のみで見込みの暗文は平行暗文である。

ＳＥ７

　土師器小皿（１６６）・同皿（１６７）・同堝（１７０・１７１）・瓦器椀（１６８・１６９）・須恵器鉢（１７２・１７３）・同

甕（１７４・１７５）・瓦質土器火鉢（１７６）・青磁碗（１７７）がある。このほか丹波焼甕（１４９）があるが、ＳＫ

４で報告する。

　土師器小皿１６６は手づくね皿で、外面に指頭痕跡が観察される。体部の立ち上がりがほとんど認めら

れずコースター状の器形を持つ個体である。土師器皿１６７も手づくね成形の製品で、内面にハケ状の調

整痕跡が顕著に観察される。体部上半のナデ調整によって口縁部が大きく外反した器形となる。外面体

部下半は未調整で指頭痕跡が顕著に観察される。土師器堝１７０はやや硬質の製品で口縁部を直立させて

肩部が張り、体部が直立気味でやや丸底になる個体である。口縁部は玉縁状に肥厚させ、外面には密な

平行タタキ痕跡が観察される。

　瓦器椀１６８・１６９は器表が荒れているが、内面のみにミガキ調整が施され、体部は丸く立ち上がる。

　須恵器鉢１７２・１７３は口縁部を上方に肥厚させる個体で、１７２はさらに端部をナデて丸く仕上げる。須

恵器甕はどちらも口縁部の小破片で詳細は不明である。外面にタテ方向の平行タタキ文が観察される。

　瓦質火鉢１７６は外開きの体部を持ち、口縁部を玉縁状にする。ただし、器表の摩滅のため調整などの

詳細は不明である。

　青磁碗１７７は龍泉窯系の青磁碗である。外面に線描きの蓮弁文が表現される。

ＳＥ１４

　須恵器杯（１８０）・須恵器杯Ｂ（１７９）がある。この他、木製品の下駄（Ｗ３０）・井戸側材として転用さ

れた部材（Ｗ３１～３３）がある。ただし、須恵器杯１８０は口縁部の小片、須恵器杯Ｂ１７９は底部の小片で、

いずれも古代のものである。

　下駄Ｗ３０は指し歯下駄である。鼻緒の穿孔が頭部の中央と歯の間の両端にある。厚手で稚拙な作りの

製品である。頭部の右側が著しく磨耗するため左足用のものであったことが推測される。また、上面は

磨耗が著しく欠損が各所に認められることから見ると、長期にわたって使用されたものと推定される。

Ｗ３１・３２は建具などの材を井戸側材に転用したものと考えられる。大小はあるがどちらも弧状の板材部

分と断面方形の柄を持つ。Ｗ３３についても形状は酷似するが、板部の縁が弧状をなさず、柄の部分も作

りが雑な印象である。また板部の弧状になる部分の縁は面取りしている。

ＳＥ１５

　土師器堝（１８３）・丹波焼甕（１８１）・青磁碗（１８４）がある。このほか、木製品の部材Ｗ３４がある。土師

器堝１８３は口縁部の小片である。鍔を欠損するが形状からは１５～１６世紀に下る製品と考えられる。丹波

焼甕１８１はＮ字状口縁部の退化した形態で、内面上端が凹線状になる。青磁碗１８４は外面に簡略化した蓮

弁文が確認される。Ｗ３４は板材であるが腐朽が著しく詳細は不明。板面にチョウナ痕や穿孔が認められ

るため、やはり建築材や建具の部材を転用したものであろう。

ＳＥ１６

　丹波焼甕（１８２）がある。このほか、木製品の木地椀（Ｗ１）・不明木製品（Ｗ５・６）・転用材（Ｗ

７～９）、および竹製品（Ｗ２～Ｗ４）がある。Ｗ７は建具ないしは建築部材の転用材でＷ８は桶の転



― ―― ―２０

用材と考えられる。Ｗ９は井戸側の桟などに使われた部材と思われるが、長さ３０．６㎝ほどのところで切

断されている。

　丹波焼甕１８２は口縁部から肩部にかけての破片である。口縁部はＮ字状口縁部の退化した形態で、内

面上端が凹線状になる。

　木地椀Ｗ１は口縁部の破片で、口径１５．２㎝、口径３．０㎝ と小型の製品である。腐朽が著しいので器表

の状態は判別できないが、漆椀であった可能性も残されている。丸く内湾しながら立ち上がる体部をも

ち、口縁下を少し屈曲させる。Ｗ２～Ｗ４は竹製の製品の部材である。いずれも竹の表面側を図示し

た。Ｗ２は材の中ほど付近の４箇所に間隔を置いて直径２～３㎜の穿孔が認められる。図の上端のみが

端部で、他の端部はすべて欠損部である。Ｗ３も同様に間隔を置いて３箇所に穿孔がある。端部はすべ

て欠損部となる。一方、Ｗ４では残存部の端に４箇所（１箇所は端部に痕跡が残る）の穿孔が菱形に穿

たれ、図の上方には削り取られているが節の痕跡が残される。

　Ｗ５は両端に穿孔を持つ材で、端面はすべて生きている。材の表面には仕上げの削りが施される。Ｗ

６は中ほどやや下側を一段窪ませ、貫通しない直径１㎜前後の穿孔を５箇所持つ。元々は本部材と直行

方向に別の部材を接合させていたものと思われる。

　Ｗ７は大型の板材で片面のみ円弧状の切込みを入れ、片面方向に面取りを施している。図示した板面

の右側には擦痕が顕著に入り、貫通しない直径１㎜ほどの小穴が端面に沿って確認される。これらの小

穴は板面に他の部材を接合した痕跡とも考えられるが詳細は不明である。Ｗ８は図の下端が柄のような

形状になるものである。板面には直径１～２㎜前後の小穴が７箇所観察される。Ｗ９は図の上端に�を

削り出す角材で、桟などに使用された建築部材と思われる。表面には粗いチョウナ痕跡が残される。

ＳＥ１７

　土師器小皿（１８５・１８６）・土師器皿（１８７）・瓦器椀（１８８～１９６）・須恵器鉢（１９７・１９８）・須恵器甕

（１９９）・丹波焼甕（１４８・ＳＫ４でも破片が出土）がある。このほか、井戸の木枠材（Ｗ２５～２８）の４点

がある。

　土師器小皿は体部が小さく外方に立ち上がるもので、底部は糸切底になる。土師器皿１８７は手づくねで

斜め上方に広がる体部を持つ。口縁部は１段ナデで端部をやや尖り気味におえている。

　瓦器椀は体部が直線的（１８８～１９０）に開くものと、丸く内湾気味（１９１～１９６）のものがある。法量は

口径１１．０～１２．０㎝、器高４．０～４．５㎝、高台径３．９～５．６㎝である。１８８・１８９については口径が不明である

が、他のものは口径１１㎝代のもので占められ、高台径には３～４㎝代の１９０・１９１・１９６と５㎝代の１９２～

１９５の２種がある。

　口縁部のナデ調整は１段のもので占められ、器形は全体に歪みが認められるものが多い。内面は全体

を横方向にナデ調整し、底部については一定方向のナデ調整を施す。ただし、１８９・１９０・１９５では底部

から上方向に向けて板状の工具を用いて板ナデ調整の痕跡が観察される。最終的な調整であるミガキ調

整は外面に観察されるものはなく、内面見込みにはジグザグ状暗文および、省略が進んだ１９２のような

ものも認められる。また、体部のミガキは間隔が広く１９５のように口縁部には施さず、全体的にも形式

的に施した程度にまで簡略化が進んだものが含まれる。もちろん、ミガキ調整には分割がなく全て全周

するもので、勢いよく施している印象が強い。ただし、体部が直線的に立ち上がる１８９・１９０では比較的

ミガキ調整が密で、１８９では内面のナデ調整が顕著に観察される。一方１９０ではヘラ状工具による細線が

底部から口縁部にかけて粗く施される。また、ミガキ調整に分割線は確認できないが全体を観察できる

１９２～１９５ではミガキの区切りが不規則な場所に観察される。

　高台は１９５のように断面台形を意識するものもあるが、総じて退化しており痕跡程度のものが多い印

象である。

　須恵器鉢１９７・１９８はいずれも口縁部の小片である。どちらも口縁部を肥厚させ上方向にやや拡張する

個体で、内面がやや凹状になる。甕１９９も口縁部の小片で、口縁部を湾曲させて外反し、外面に面を持つ。
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　丹波焼甕（１４８）は砕いて井戸底に敷き詰めていたものである。甕は口径４４．４㎝ で底部を欠損してい

る。体部下端には焼成時の焼台として置かれた陶片が釉着する。口縁部はＮ字状が若干退化したもので

あるが三本峠北窯跡の遺物群に併行すると考えられる。粘土紐の貼り付け痕跡は顕著に観察され、内面

頸部には縦方向のナデ痕跡が観察される。

ＳＥ２０

　出土した遺物は土師器皿（２０２）、木製品である呪符木簡（Ｗ１８）・木片（Ｗ１９・Ｗ２０）・板材（Ｗ３５）

がある。

　土師器皿２０２は手づくね皿である。体部上半を横ナデ調整し口縁端部をやや尖り気味におえる。

　木製品のＷ１８は呪符木簡で「南無大日如来」の墨書が認められ、頭の両端に切込みがある。法量は長

さ２３．３㎝、幅２．２㎝ を測る。木簡の下半の損傷が激しいため判読できないが、下半にさらに墨書文字が

続くことは確実と考えられる。木片Ｗ１９はＷ１８に酷似した板材片であるが損傷が著しく、呪符木簡の可

能性が高い。Ｗ２０についても同様であるが小破片であるため詳細は不明である。板材Ｗ３５は長さ９９．９

㎝、幅１４．７㎝、厚さ２．１㎝ の大型の板材である。状況から考えて井戸側材として使用されたものと思わ

れるが、両面に擦痕が観察されることから、建築部材を井戸側材として転用したものと考えられる。　

３．土坑・溝（図版２３・２４・２６参照）

ＳＫ４

　土師器皿（１４６・１４７）・須恵器鉢（１４２～１４５）・丹波焼甕（１４８～１５０）・石鍋（Ｓ８）などが出土している。

　土師器小皿１４６は歪みが著しいがコースター状の器形をもつ個体である。皿１４７は薄手のつくりで体部

下位を屈曲させ、口縁部を外方に開く器形を持つ個体である。口縁端部のナデ調整は丁寧ではないがい

わゆる京都系土師器の皿の範疇で考えられる。

　須恵器鉢１４２～１４５はいずれも口縁部を肥厚させる個体である。ただし、いずれも口縁部を単に上方に

拡張し肥厚させるだけではなく、その後に端部をナデて丸みを帯びる器形に仕上げている。この結果、

１４２・１４５では口縁端部が丸くなり内面に軽く内湾した形状となるが、１４４では口縁端部のナデが強く、

押しつぶされたような器形となる。さらに、１４３では端部のみが丸く押しつぶされ内面側に凹線状の窪

みが形成されている。

　丹波焼甕は１４８がＳＥ１７と、１４９がＳＥ７と、１５０がＳＥ５とそれぞれ同一個体の破片を出土している。

１４８は肩部がくの字に折れて、すぼまりながら口縁部につながる。口縁部は上端を外反させて、端部を

上方につまむ。１４９は胴部径が体部の中ほどよりやや上で最大になる個体で、全体的にはやや丸く屈曲

する。石鍋Ｓ８は小破片で重さ７４ｇを測る。

ＳＫ１１

　土師器小皿（２００）・同皿（２０１）が出土した。土師器小皿２００は糸切り底の個体で、小さく伸びる体部

をもつ。全体に器壁は４～５㎜程度と厚手の個体である。同皿２０１は手づくねの製品で底部から湾曲し

て立ち上がる体部を持つ。

ＳＤ１

　瓦質土器火鉢（２０３）が出土した。器表が荒れており外面のミガキ調整などは観察できないが、状況か

らみると外面は平滑に仕上げられる。

４．下層包含層（図版２７参照）

　調査区中央付近には第３章で示したとおり、中世の包含層が部分的に検出された。この層からは遺存

状態の比較的よい遺物群が出土している。一括性はないが比較的古い遺物が多数含まれているので、下

層包含層と呼称して本稿ではまとめて報告しておきたい。

　下層包含層の出土遺物のうち、図示した遺物には以下のものがある。土師器小皿（２０７～２０９・２１１）・
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皿（２０６）・堝（２０７～２０９・２１１）、瓦器皿（２１２～２１４）・椀（２１５～２２２）、須恵器椀（２２３・２２４）・鉢（２２５

～２２７）である。

　土師器小皿２０４・２０５、同皿２０６は手づくねの製品である。土師器堝は甕型のものと堝型のものがある。

甕型のものは口縁部をくの字に外反させ端部がやや丸くなる（２０７・２１１）ものと、端部上面に面を持つ

（２０８）ものがある。全体的には外面に横方向の平行タタキを施し、体部は下膨れ状のプロポーションを

もつ。内面はあて具痕跡を残すものの板ナデないしナデによって器面を粗く整えている。堝型のものは

口縁部の小片であるがどちらも口縁端部を肥厚させ、２０９では内傾気味に上方向に拡張し、２１０では丸く

おえている。

　瓦器皿はいずれも器高の低い個体で、底体部の境は丸く湾曲して立ち上がる。口縁部を横ナデし、体

部下半以下は未調整である。瓦器椀は口径の小さい（２１６～２１８）ものとやや大型の（２２０～２２２）があ

る。いずれも外面にはミガキ調整を施さないが、後者は高台がややしっかりした輪高台となり断面形状がハ

の字に踏ん張る形態である。また、口径１４．２～１４．６㎝、器高が５．３㎝、高台径が６．０㎝と大きい個体が多い。

　須恵器椀２２３・２２４は今回の調査で唯一出土したものである。いずれも底部を欠くが体部は開き気味に

立ちがある個体で、内外面を粗く横ナデ調整し、口縁端部も丸くおえている。他の出土した小破片で観

察する限り底部に高台が観察されるものはないので、図化したものを含め須恵器椀は１３世紀段階のもの

で占められていると推測される。須恵器鉢は２２５が口縁部を肥厚させ上方に拡張するが、２２６は口縁端部

を内側に折り曲げる個体である。２２７は体部中位から上半を欠損する個体である。

５．包含層出土遺物（図版２８参照）

　このほか包含層出土の遺物には中世の丹波焼鉢（２３８）・擂鉢（２３６・２３７）、青磁碗（２２８・２２９）・白磁

碗（２３０）染付碗（２３１）、瀬戸美濃焼ソギ皿（２３２・２３３）、棒状土錘（２３４）・管状土錘（２３５）や、近世

の丹波焼鉢（２３９）などがある。

　丹波焼擂鉢２３６は口縁部の破片で端部を尖り気味におえる。１５～１６世紀台の製品と考えられる。２３７は

端部を内側に折り体部がやや直線的に立ち上がる個体で、古いプロポーションを持つ。いずれも内面に

１本引きの卸目が観察される。鉢２３８は端部内面に凹線状の窪みを持つもので、１６世紀代の製品と考え

られる。

　青磁碗２２８・２２９は細蓮弁文の碗で、いずれも高台外面に施釉が施されないものである。両者とも内面

底部に陰刻による文様が観察される。白磁碗２３０は第Ⅳ類の碗である。染付碗２３１は小口径のもので碗

Ｃ・Ｅ類の可能性があるが、底部が欠損するため詳細は不明である。瀬戸美濃焼ソギ皿２３２・２３３はいず

れも口縁部の小破片で、折縁皿となる。１６世紀後半の製品である。

　土錘２３４は半分を欠損する、同じく２３５は完形のものである。いずれも小型の製品である。

６．近世の遺物（図版２６参照）

　今回の調査で出土した遺物の内、近世段階に下る製品も若干認められるが、２点を図示した。ＳＥ１３

から出土した染付け鉢の１７８と包含層出土の丹波焼鉢２３９である。

ＳＥ１３

　染付鉢（１７８）が出土している。底部片でハの字に踏ん張る高台を持ち、内面に１重圏線、外面の腰部

に縦方向の文様が描かれる。

７．金属製品（図版２８参照）

　銅片（Ｆ１）１点、釘２点（Ｆ２・３）がある。Ｆ１はＳＥ２、Ｆ２はＳＤ１、Ｆ３はＳＥ１からの出土で

ある。Ｆ１は詳細不明で、Ｆ２・３はすべて和釘である。Ｆ２は頭部を平らに打ちたたき、内側に折り曲

げる。
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第３節　出土遺物の検討
　弥生時代～中世の土器について検討してきたが、ここでは大きく１．弥生時代～古代、２．中世の２

項目に分けて出土土器を検討する。

１．弥生時代～古代

　弥生時代の土器は壺・甕・高杯・鉢・壺蓋などの器種が見られるが、高杯については細片のみの出土

に限られ個体数も僅かである。壺の類には二重口縁を持つものが多く、１０・１１には口縁部に擬凹線が認

められる。壺・甕は外面にハケ目調整ないしタタキ痕跡を残す個体が多い。おおむね布留期～古墳時代

前期頃の土師器と考えられる。

　須恵器は杯がＴＫ４７～ＭＴ１５形式の個体（２４・２５・２７～２９）が最も古く６世紀前半ごろのもの、ＴＫ４３

前後の個体（３０～３５）、６世紀後半頃のもの、ＴＫ４６前後（２６）の７世紀中ごろのものなどがあるが、５

世紀代の須恵器は出土していない。土師器小型丸底壺と甕がある。おおむね５～６世紀代の遺物と考え

られる。

　律令期の遺物は少数で細片が多いため詳細は不明であるが、おおむね８世紀後半～９世紀ごろの遺物

が含まれていると考えられる。出土遺物の年代からは、中世までに空白の時期が存在するが、調査区の

制約もあるため全体的にみると弥生時代後期末から９世紀代までの遺物が含まれると考えておきたい。

２．中　　世

　次に、中世の出土遺物について器種ごとに見てゆきたい。

瓦　　器

　瓦器には椀と皿があるが大半は椀で占められている。従ってここでの分析は椀が中心となる。瓦器椀

では既述のように外面にミガキ調整を施したものは認められない。

　瓦器椀を観察するとＰ１１０の７５・７６、Ｐ２２７の８８、Ｐ２３４の８９、下層包含層の２２０～２２２などでは椀形が腰

の貼る深手の印象を持つ一群を抽出できる。これら個体では内面のミガキは細くかつ比較的密で、丁寧

な作りである。口縁部のナデは１段のものが多い。高台は２１９・２２２では断面台形を呈し、他のものは逆

三角形であるが高台高が高いものが多い。口径は８９・２２１を除くと１４㎝ 代、器高は８８を除くと５ ㎝ 代と

なり、他の個体よりも大きくなる。従って、これらを一つのグループとして先ず抽出しこれをＡタイプ

としておきたい。

　残りの瓦器椀については椀形が直線的ないし体部中位にナデによる屈曲を持つものが多く、口径に対

して器高の高いものが比較的目立つ。また、口径は１３㎝前後の個体が中心を占めており、高台は逆三角

形のものが多い。ただし、高台が全く退化して痕跡のような状態のものや消滅したものはない。そし

て、内面のミガキの省略が進み、形骸化したものもわずかである。暗文についてはＡタイプを含めてジ

グザグ暗文を基本とするが、比較的粗いものから渦巻き暗文に近いものまでがある。また、口縁部のナ

デも１段ナデが多いが２段ナデのものも含まれている。ただ、全体的にはこれらの瓦器椀には大きな形

態差はないと考えられるので、一括してＢタイプとしミガキと暗文の状態から細分する。ただし基本的

にミガキが密なものは暗文も密なジグザグ暗文を施すが、ミガキが粗いものは暗文の状態も粗くジグザ

グ文ないしは渦巻き文となる。このため、比較的ミガキおよび暗文が密なものをａ、ミガキおよび暗文

が粗いものをｂとし、さらにミガキの間隔が開いて形骸化したものをｃとして細分する。

　以上の観点から各遺構の瓦器椀を観察してゆきたい。まずＡタイプに属する瓦器椀が出土しているの

は柱穴と下層包含層で、遺物が多数出土した井戸からのものはない。

　ＢタイプではＳＥ２がＢａタイプが大半を占め、１２１・１２７・１３３のようなＢｂタイプがわずかに含まれる。

この３個体以外ではＳＥ２から出土した瓦器椀はミガキが比較的密なものが多く１３０～１３２では密なジグ

ザグが施される。椀形についても内湾気味でやや腰部のはるものが目につく。ただし高台は１３２のよう
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にやや退化したものも認められる。

　ＳＥ５では口径が１１㎝ 前後と小さいものが多く、比較的暗文が粗いＢｂタイプが多くを占める。口径に

比べて器高の高いものが目立つ印象で、暗文も渦巻き文に近い１５４・１５５・１６０などが目立つ。これらの

ことからするとＳＥ５はＳＥ２よりも下る一群と思われる。

　ＳＥ１７も比較的暗文が粗いＢｂタイプが多数を占める。口径に比べて器高の高いものが目立ち、暗文も

渦巻き文に近い１９２・１９５があるなどＳＥ５と同様の傾向を持つ。

　篠山盆地における瓦器はかつて丹波型と呼称され地域的な特徴を持つことが指摘されていたが、山田

清朝によって篠山盆地の瓦器には遺跡ごとに特徴があり、かつて指摘された特徴が必ずしもすべてに当

てはまるわけではないことが指摘されている。本遺跡の瓦器椀についても山田が指摘する通り口縁部の

肥厚が顕著なものや、端面をもつようなも

のは認められなかった。

　次に篠山盆地における瓦器について、本

遺跡の一群を評価するために初田館跡や八

上上遺跡との比較を行っておきたい。ま

ず、初田館跡であるが外面にミガキがない

椀Ｂｂないし椀Ｂｃが本遺跡出土の瓦器椀に

対応する。口縁部のナデでみると本遺跡で

古タイプとしたＡタイプも椀Ｂｂとｃの中間

に位置し、Ｂタイプはすべて椀Ｂｂのなか

に含まれる。八上上遺跡ではⅡ期とされた

瓦器椀にＡタイプが近似し、Ⅲ期とされた

瓦器椀にＢタイプが含まれると考えられ

る。

　これらの年代観はＡタイプが１３世紀後

半、Ｂタイプが１３世紀末～１４世紀前半頃の

ものと考えられるだろう。そしてＢタイプ

に中でもＳＥ２がやや古くＳＥ５・１７が後出

と考えられる。

土師器皿

　大半が手づくね皿であるが小皿に糸切り

手法のものが多く含まれる。皿は口径の大

きなものが少なく、手づくね技法のもので

占められる。

　多くが１３世紀代のものであるが、ＳＥ７

の１６７は京都Ⅶ期（１３世紀後葉～１４世紀中

頃）の土師器皿Ｎに類似する。（小森・上村

１９９６）このほかＳＫ４の１４７・ＳＥ５の１５２・

１５３など１４世紀代以降の京都系土師器の技

法を模倣した個体も含まれる。

土師器堝

　土師器の堝はＰ１１０の７７、ＳＥ１の９７・

９８、ＳＥ７の１７０・１７１、ＳＥ１５の１８３、下層

包含層の２０７～２１１がある。 表３　瓦器法量表

表２　瓦器法量表

表１　瓦器法量表
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　堝型の体部を持つもののうち９７・９８は胴部が球形である。１７０は体部が同じく球形であるが、口縁部

が直立する器形を持つ。細片のため詳細は不明であるが１７１も同様のタイプと考えられる。このほか

２０９・２１０も堝型であるが器形は詳細不明である。おそらく９７・９８よりは後出の製品であろう。このほか

にも甕型に近いものがある。甕型に近いもののうち７７はやや長胴で、２０７・２０８・２１１は体部が球形に近

い。いずれも１３世紀前半頃の製品と考えられる。

　この他、１８３は堝型であるが口縁部がやや退化し、口縁直下の鍔も小型化するもので中世後半（１５～１６

世紀）に下る。

須恵器

　須恵器は杯・椀・鉢・甕がある。杯はＳＥ１４の１８０、椀は下層包含層の２２３・２２４などわずかで、いずれ

も完形品ではなく口縁部の細片である。甕も個体数は多くない。ＳＥ５の１６５は胴部の破片のみである。

このほかＳＥ７の１７４・１７５、ＳＥ１７の１９９などがある。このため、ここでは鉢を中心に検討しておきたい。

　鉢は比較的多く出土した。Ｐ１０８の７４、ＳＥ１の１０５・１０６、ＳＥ２の１３８、ＳＫ４の１４２～１４５、ＳＥ７の

１７２・１７３、ＳＥ１７の１９７・１９８、下層包含層の２２５～２２７、包含層の２２５～２２７などがある。このうちＰ１０８の

７４、ＳＥ１７の１９７・１９８は小型の鉢である。これらを除くと鉢には４タイプがある。

　ＡタイプはＳＥ２の１３８で、口縁部を上方にやや拡張するが基本的に体部の器壁に比べ、口縁部の肥厚

は著しくない。

　ＢタイプはＳＥ１の１０５、ＳＥ７の１７２・１７３、下層包含層の２２５である。口縁部が肥厚し断面が三角形に

近い形状になる。内面が直線的になる１７３など細分できるがここでは一括して報告する。

　ＣタイプはＳＥ１の１０６およびＳＫ４の１４２～１４４である。口縁端部が肥厚し、上下に拡張するが全体に外

面上部を強くナデることによって、端部を内側に巻き込んだ器形になる。特に１４３は端部を内面に強く

折るような形となり口縁内面に凹線状の窪みができる。１４世紀代前半に下る製品と考えられる。

　Ｄタイプは下層包含層の２２６で口縁が上方にのみ拡張するものである。

　Ａタイプが１２末～１３世紀前半、Ｂタイプが１３世紀後半、Ｃタイプは１４世紀前半頃、Ｄタイプは１４世紀後

半ごろと考えられる。

丹波焼

　丹波焼の製品は甕と擂鉢がある。ただし、擂鉢はＳＥ５出土の１６４以外は包含層からの出土で、このう

ち２３６は１６世紀代に下る製品である。また、１６４は底部の破片である、このためここでは甕を中心に検討

する｡

　丹波焼甕は井戸側として利用されたものと、破砕して水溜に利用したものがある。ＳＥ１の１０７～１０９、

ＳＥ１７の１４８、ＳＥ７の１４９、ＳＥ５の１５０、ＳＥ１６の１８２がある。

　ＳＥ１の１０７～１０９およびＳＥ７の１４９から出土したものはすべて長谷川眞編年のⅣ期に属するもので、

甕Ｂの系譜を引くタイプのものである。ＳＥ１７の１４８、ＳＥ１６の１８２はⅢ期の甕Ｂ１、ＳＥ５の１５０は甕Ｂ２の

系譜をひくものであるが時期はⅦ・Ⅷ期頃のものである。また、擂鉢は包含層出土の２３６が１５～１６世紀

のもので、２３７が１４世紀代、この他、鉢の２３８が１６世紀代のものである。

　これらの時期はⅢ期が１３世紀後葉～１４世紀前葉、Ⅳ期が１４世紀中葉～１４世紀後葉、Ⅶ期が１５世紀末～

１６世紀前半、Ⅷ期が１６世紀後葉～１７世紀前葉とされている。

　ただし、ＳＥ５から出土した１５０は上層からの出土で混入の可能性が高い。従って、これはＳＥ５の時期

を決定する要素からは排除した方がよい。また、１４８～１５０の破片が出土したＳＫ４についても１５０の小片

が上層から出土している。このためＳＫ４の１５０についても混入の可能性が高い。

貿易陶磁器

　貿易陶磁器としてはＰ８４から出土した青磁碗６０、ＳＥ１の青磁碗１１１、ＳＥ７出土の青磁碗１７７、ＳＥ１５の

青磁碗１８４、包含層の青磁碗２２８・２２９などがある。このほか、白磁碗２３０と染付碗２３１がある。
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瓦質土器

　瓦質土器はＳＥ７の火鉢１７６、ＳＤ１の２０３がある。いずれも斜め外方に開く体部を持ち、上面に端面を

持つ。ミガキ調整の明瞭でない製品である。
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森島康雄２００１「瓦器椀編年から見た京都系土師器皿の年代観―１３世紀を中心に―」『中世土器研究論集』

森島康雄１９８７「西ノ辻遺跡周辺における中世土器の編年」

　　　　　　 『神並・西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調査整理概要Ⅳ』大阪府教育委員会　

河野克人他１９９９「丹波焼　遺跡探査による埋蔵文化財調査報告書」今田町教育委員会

村上泰樹他１９９３「国領遺跡（Ⅱ）」兵庫県教育委員会

村上泰樹他１９８７「河津館址」兵庫県教育委員会

小森俊寛・上村憲章１９９６「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『京都埋蔵文化財研究所紀要』第３号
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表４　遺物観察表

備　　　考
残存率法　量

器種種別時代出土地点№
全体底部口縁部底径他器高口径

厚手の個体で、口縁部を二重口縁部状にし、体部は球形にな
る。外面に縦ハケ、内面は粘度紐の接合痕跡が観察される。３０―１／１０腹径

１２．４（１０．２）（ ９．２）壺土師器弥生時代ＳＫ１８１

ラッパ上の口縁部部を持つ、小型の壺である。器表に小規模
な黒班が観察される。３０―３／４４．９ ９．８ ９．２壺土師器弥生時代ＳＫ１８２

脚部の破片。中実で４方向の円形透かし穴をもつ。８０１／２１／２腹径
１３．０１６．９１３．０高杯土師器弥生時代ＳＫ１８３

口縁部をくの字に外反させ、体部はやや長胴。外面に右上り
の平行タタキ痕跡が残される。７０―完存（１７．６）（１４．１）１４．８甕土師器弥生時代ＳＫ１８４

二重口縁。内面胴部にケズリ調整、外面には体部上半が縦ハ
ケ、中位が横ハケを施す。２０欠１／５―（ ９．６）（１６．２）甕土師器弥生時代ＳＫ１８５

口縁部がすぼめた頸部から直立気味に立ち上がり、上端で
ラッパ状に開き、端部は外方に面を持つ。胴は肩部が上位に
位置し、球形に近い器形。

２０欠１／３
復径

（２３．８）
底径決損

（１６．７）（１４．６）壺土師器弥生時代ＳＫ１８６

口縁部を丸く立ち上げ端部を丸くおえる。厚手の個体である。
外面は縦ハケ、内面は縦方向に指ナデで器面を調整する。３０―１／４―（１５．２）（１４．６）甕土師器弥生時代第２面

Ｐ２７５７

二重口縁壺。摩滅のため調整などの詳細は不明。１０欠１／２欠（ ６．９）１２．４壺土師器弥生時代第２面８

１０欠１／２欠（ ６．１）１６．９壺土師器弥生時代第２面９

下ぶくれの器形で、口縁部外面に２重の凹線を持つ。外面タ
テ方向のミガキ。内面にはナデと指頭痕跡が観察される。粘
土紐接合痕跡が顕著。黒班有。４０細片口縁

１／４

腹径
２１．５２
底径
 ６．８

（２２．０）（１５．８）壺土師器弥生時代ＳＫ１８１０

下膨れ状の体部を持ち、公園部には６条の凹線、体部は縦方
向のミガキ調整を施す。体部下半に異なった胎土を使用。７０３／４３／４腹径

 ７．９（１８．０）１０．８壺土師器弥生時代ＳＫ１８１１

玉葱形の体部からラッパ状に開く口縁部。端部を上方につま
み丸くおえる。外面上半は縦ミガキ、下半は横。４０完形１／４ ５．４２６．４（１７．３）壺土師器弥生時代ＳＫ１８１２

器表が荒れ、調整不明２０１／５―（ ９．０）（ ７．９）―高杯土師器弥生時代第２面１３

壺蓋と思われる。天井部につまみを持つ。４０３／５１／３―（ ３．５）（１２．５）蓋土師器弥生時代第２面１４

壺蓋と思われる。天井部につまみを持つ。４０１／２１／３―（ ４．２）（１２．１）蓋土師器弥生時代第２面１５

蓋の破片である。３０完存１／２つまみ径
 ４．１（ ５．６）（１２．８）蓋土師器弥生時代第２面１６

手づくね整形で内面に指頭痕跡が顕著に残される。８０完形１／３ ２．７５．７ ８．５鉢土師器弥生時代第２面１７

直立して立ち上がる頸部、卵頭形の器形。外面にタタキ痕跡、
内面はケズリなどで丁寧にタタキ痕跡を消す。全体に摩滅が
著しい。２５１／４１／４

復径
（２８．３）
底径
 ６．６

（３１．２）（２４．０）甕土師器弥生時代第２面１８

摩滅の著しい個体。外面右上がりのタタキ痕跡、内面は調整
不明。口縁部欠損。７０完形欠損

腹径
２６．２
底径
 ６．４

（２７．４）（１９．７）甕土師器弥生時代第２面１９

土師器壺の底部細片外面に縦ハケ調整。黒班有。１０完存欠（ ２．５）（ ６．０）―甕土師器弥生時代ＳＥ２２０

ラッパ状に開く口縁部、体部はやや長胴形になる。外面タテ
刷毛、内面口縁部付近は横ハケ。粘土紐接合痕跡顕著。２０―３／４

腹径
１５．３
底径欠損

（１５．８）１７．８甕土師器弥生時代第２面２１

二重口縁。内面胴部にケズリ調整、外面には縦ハケが観察さ
れる。２０欠１／９復径

（１６．９）（１１．５）１９．７甕土師器弥生時代第２面２２

２重口縁甕。外面は全体的にタテ刷毛、内面は部分的に横ハ
ケ調整。８０９／１０１／３ ６．６４５．５２８．１甕土師器弥生時代第２面２３

天井部と帰りの境に凹線を持つ。天井部を回転ヘラ削りする。９０―１／２― ４．０（１２．６）杯蓋須恵器古墳時代第２面２４

天井部からかえりにかけて湾曲する器形。天井とかえりの境
に稜を持つ。口縁端部は内傾して面を持つ。天井部は回転ヘ
ラケズリ。

５０１／２１／２― ４．８１２．４杯蓋須恵器古墳時代第２面２５

天井とかえりの境に稜を持つ。天井部は回転ヘラケズリ。７０完形１／２― ４．９（１４．０）杯蓋須恵器古墳時代第２面２６

須恵器杯蓋である。天井部回転ヘラケズリ。天井部とかえり
の境が稜を持つ。４０２／３１／４― ４．９１２．６杯蓋須恵器古墳時代第２面２７

須恵器杯蓋である。天井部回転ヘラケズリ。天井部とかえり
の境は明瞭な稜を持つ。６０完存１／３― ４．９１２．５杯蓋須恵器古墳時代第２面２８

須恵器杯身である。底部にヘラ記号有。完存完存完存 ６．０ ４．８１０．６杯身須恵器古墳時代第２面２９

つまみなし。天井部外面を回転ヘラ削りする。６０１／２１／２－（ ３．９）（１１．９）杯蓋須恵器古墳時代第２面３０

杯蓋の小片。３０―１／１２―（ ３．８）（１４．０）杯蓋須恵器古墳時代第２面３１

須恵器杯蓋である。天井部回転ヘラケズリ。天井部とかえり
の境は不明寮。完存完存完存― ４．８１４．１杯蓋須恵器古墳時代第２面３２

かえりを持つ。底部から体部下半まで回転ヘラケズリ調整。
やや肉厚の個体。６０完形１／２― ３．７１１．５杯身須恵器古墳時代第２面３３

杯身の小片。３０欠１／４欠（ ３．３）（１２．８）杯身須恵器古墳時代第２面３４

かえりを持つ個体。底部から体部下半まで回転ヘラケズリ調
整。やや肉厚の個体。６０２／３１／８― ４．２１３．１杯身須恵器古墳時代第２面３５

底部ヘラ切り。内面にヘラで記号様の線刻。６０完形１／２０（ ６．０）（ ３．２）（１１．５）杯身須恵器古墳時代第２面３６

天井に扁平なつまみを持つ。天井外面は回転ヘラ削り。８０－－－（ ４．２）－蓋須恵器古墳時代包含層３７

脚部に三角形の３方透かし、上下を凹線文区画し、内部に波
状文と施文。細片―――（ ５．１）―高杯須恵器古墳時代包含層３８
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表５　遺物観察表

備　　　考
残存率法　量

器種種別時代出土地点№
全体底部口縁部底径他器高口径

開き気味の体部底部を回転ヘラ削りし、体部内外面を横ナデ
調整。大部外面下半には沈線状の凹線を施す。６０１／４１／４－（ ３．４）（１３．６）杯身須恵器古墳時代第２面３９

ラッパ状に開く口縁と推定される。胴部上位に穿孔を持ちつ、
１条の凹線を持つ。同部下半から底部は回転ヘラ削り。８０完形１／３復径

（８．４）（１２．１）―�須恵器古墳時代第２面４０

肩が張り丸底の壺。肩部に自然雄が掛かる。肩部に波状文、
胴部にカキ目状の平行線文。体部下半には左上がりのタタキ
痕跡を残す。

７０完形欠復径
（１２．９）（１０．７）（ ６．５）壺須恵器古墳時代第２面４１

頸部をくの字に折り、口縁部を外反させて立ち上げ、端部を
上下に拡張する。外面にタタキ痕跡、内面にあて具痕跡が確
認される。

１０細片１／３―（ ７．６）（１９．７）甕須恵器古墳時代第２面４２

寸胴型の胴部、胴部両端に取っ手を貼り付け入る。外面に縦
ハケ、内面縦方向のケズリ、口縁付近のみ横方向のケズリを
施す。

１０細片１／１０１１．６（３６．３）（２８．５）甑土師器古墳時代第２面４３

円筒埴輪細片である。部分的に透かし穴が残る。箍直下のナ
デ痕跡と縦ハケが観察される。細片―――（ ５．３）―円筒埴輪土師器古墳時代第２面４４

口縁部を内傾させ、すぼめたような器形を持つ。２０―１／１― ４．３ ６．８小型丸底壺土師器古墳時代第２面４５

直立気味に立ち上る口縁部やや肩の貼る体部を持つ。但し、
器表が荒れ調整は不明。９０完存９／１０１４．０１３．８ ９．２小型丸底壺土師器古墳時代包含層４６

口縁部を外反させ、体部は球形を呈する。外面に縦方向のハ
ケ目調整を施す。底部に黒斑が観察される。８０完存１／２腹径

１３．０１６．９１３．０小型丸底壺土師器古墳時代ＳＥ０１４７

球形の体部から口縁部が外方に開き、端部を丸くおえる。摩
滅のため外面調整不明、内面はケズリ調整。黒班有。４０１／２１／４腹径

２０．７（１９．８）（１７．４）甕土師器古墳時代包含層４８

口縁端部は内傾した面を持つ。内面胴部にケズリ調整、外面
には縦ハケが観察される。３０欠３／４―（１３．５）１５．４甕土師器古墳時代包含層４９

口縁部はくの字に折り外反させる。体部は球形。外面は摩滅
し調整不明、内面には横方向のケズリ痕跡がわずかに観察さ
れる。全体に器表が荒れる。

４０１／５１／５腹径
２４．２（１５．４）１３．４甕土師器古墳時代第２面５０

球形の体部に、くの字に開き端部を丸くおえる口縁部を持つ。
外面は肩部が横ハケ、中が縦ハケ、底部が不定方向ハケ、内
面ケズリとハケ調整。黒班有。

７０完形２／３腹径
２７．７３１．０１７．４甕土師器古墳時代第２面５１

球形の体部から口縁部が外方に開き、端部を丸くおえる。外
面タタキ後、縦ハケ、内面はハケ目調整。２０－３／４腹径

２２．２（１４．３）（２３．８）甕土師器古墳時代第２面５２

体部を外開きに立ち上げ、内面および口縁部を横ナデ。内面
のみ粗いミガキ。高台は小さい三角形の輪高台。２０１／４１／８（ ５．７）（ ５．０）（１２．６）椀瓦器中世ＳＢ２

Ｐ６５３

底部片。小さい三角形高台。調整は摩滅のため不明。細片１／１０―（ ６．２）（ ２．２）―椀瓦器中世Ｐ５６５４

手づくね皿。平底から短く体部が立ち上がる。口縁端部は尖
らせ気味におえる。完形完形完形 ６．４ １．０ ７．９小皿土師器中世Ｐ６２５５

丸底気味の底部から外開き気味に体部を立ち上げ、口縁端部
は丸くおえる。内面および外面体部上半を横ナデ調整。ゆが
み有り。やや摩滅。

９５完形完形 ８．６ ２．９１１．３皿土師器中世Ｐ６２５６

体部を内湾しながら立ち上げ、口縁端部を尖らせ気味におえ
る。内面のみ粗いミガキ。見込みに平行暗文。断面三角形の
高台。やや摩滅する。

７０１／２完形 ５．６ ４．４１２．７椀瓦器中世Ｐ６２５７

体部を内湾しながら立ち上げ、口縁端部をまるくおえる。外
面に粘土紐貼り付け痕跡。内面のみ粗いミガキ。見込みに平
行暗文。断面三え角形の高台。

完形完形完形 ５．４ ４．８１２．０椀瓦器中世Ｐ６２５８

体部中位でくの字に折り、口縁部をわずかに外傾きさせる器
形。調整は摩滅のため不明。１０―１／１０―（ ３．２）（１２．６）椀瓦器中世ＳＢ３

Ｐ８２５９

中国産の同安窯系の青磁碗である。内外面は濁った黄土色の
施釉。内面に片刃彫の菊花文が描かれる。高台は削り出し輪
高台で、露胎となる。

３０完形１／９ ６．１（ ７．７）（１６．７）碗青磁中世Ｐ８４６０

手づくね皿。平底の底部から丸く外開きの短い体部が立ち上
がる。４０１／２１／２（ ５．０）（ １．５）（ ７．８）小皿土師器中世Ｐ８５６１

手づくね皿。丸く外開きの短い体部が立ち上がる。摩滅のた
め調整は不明。細片１／０１／２０（ ７．０）（ １．９）（１１．０）皿土師器中世Ｐ８５６２

底部片。丸底の底部から短い体部を立ち上げ、口縁部を丸く
おえる。摩滅のため調整不明。２０１／４１／４（ ７．０）（ １．７）（ ８．０）皿瓦器中世Ｐ８６６３

手づくね皿。体部中位でやや折れて外開き気味になる。口縁
端部は尖らせ気味におえる。１０１／１５１／１５（１０．０）（ ２．４）（１２．８）皿土師器中世Ｐ８７６４

底部片。丸く体部が立ち上がり、断面三角形の小さな輪高台
を貼り付ける。内面体部にミガキ調整。細片細片―（ ５．２）（ ２．７）―椀瓦器中世Ｐ８７６５

体部を内湾しながら立ち上げ、口縁端部を尖らせておえる器
形。調整は摩滅のため不明。高台は断面三角形の輪高台。体
部に直径５～８ミリの礫を含む。

９０８／１０９／１０５．０　 ４．７１２．０椀瓦器中世Ｐ８７６６

体部を内湾して立ち上げ、内面および口縁部を横ナデ。内面
のみ粗いミガキ、見込みに平行暗文。高台は小さい三角形の
輪高台。外面に粘土の接合痕跡。

３０１／２１／５（５．０）（ ４．５）（１２．６）椀瓦器中世Ｐ８７６７

体部を直線的に立ち上げ、内面および口縁部を横ナデ。内面
のみ粗いミガキ、見込みに平行暗文。高台は小さい三角形の
輪高台。

４０完形１／３（４．６）（ ４．１）（１１．９）椀瓦器中世Ｐ８７６８

ロクロ土師器、底部片。平底の底部から外開きの短い体部が
立ち上がる。切りはなし手法は摩滅のため不明。細片細片細片（７．１）（ １．５）（ ８．１）小皿土師器中世Ｐ９２６９
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表６　遺物観察表

備　　考
残存率法　量

器種種別時代出土地点№
全体底部口縁部底径他器高口径

外開き気味で中位で屈曲する体部。口縁端部は丸くおえる。
内外面を横ナデ調整し、底部は未調整。７０完形２／３―（ ２．６）（１２．４）皿土師器中世Ｐ９２７０

内湾気味に立ち上がる体部で口縁端部を丸くおえる。内外面
を横ナデ調整し、底部は未調整。５０１／２２／３―（ ２．２）（１１．２）皿土師器中世Ｐ９２７１

体部を内湾しながら立ち上げ、口縁部直下を屈曲させる器形。
調整は摩滅のため不明。高台は貼り付け痕跡のみが残される。１０―１／８―（ ４．４）（１２．０）椀瓦器中世ＳＢ３

Ｐ９９７２

器高の低い個体である。低体部の境を丸く立ち上げ、口縁部
をややとがらせ気味におえる。ミガキは観察されなかった。２０１／６１／９― １．１（ ９．０）皿瓦器中世Ｐ１０４７３

口縁部が肥厚し、端部を上方に拡張してややとがらせ気味に
おえる。細片―細片―（ ２．９）―鉢須恵器中世Ｐ１０８７４

丹波型瓦器椀。内面のみミガキ調整、平行暗文。輪高台で、
断面はハの字に踏ん張る。３０２／３―（ ７．２）（ ２．０）―椀瓦器中世Ｐ１１０７５

丹波型瓦器椀。内面のみミガキ調整、平行暗文。１５１／８１／８―（ ５．５）（１４．３）椀瓦器中世Ｐ１１０７６

外面に平行タタキ。口縁部をくの字に外反させ端部を外方に
つまむ。１０―１／４―（１０．０）（２４．４）堝土師器中世Ｐ１１０７７

丹波型瓦器椀。摩滅のため調整不明。ハの字に踏ん張る輪高
台。２０完形― ５．７（ ２．６）―椀瓦器中世Ｐ１１８７８

体部を湾曲させながら外方に立ち上げ、端部を尖らせ気味に
おえる。手づくね皿。１５１／４１／３ ５．４（ １．２）（ ７．８）小皿土師器中世ＳＢ４

Ｐ１４０７９

体部を外開きで直線的に立ち上げ、端部を尖らせ気味におえ
る。糸切り皿。完形完形完形 ６．０ １．１ ７．４小皿土師器中世Ｐ１７１８０

体部は直立気味に立ち上がり、口縁部は丸くおえる。内外面
を横ナデ調整し、底部はヘラケズリ調整。４０１／２１／１０（ ７．８）（ ２．９）（１１．８）杯Ａ須恵器古代Ｐ１８５８１

体部を屈曲させながら外開きに立ち上げ、端部をとがらせ気
味におえる。底部はヘラ切り未調整。５０１／２１／２ ９．０ ２．５１２．８杯Ａ須恵器古代Ｐ１８５８２

外開きで直線的に立ち上がる体部。やや内側に断面四角形の
低い高台を貼り付ける。１０１／１８１／７（ ９．４）（ ４．１）（１３．８）杯Ｂ須恵器古代Ｐ１８５８３

外開きで直線的に立ち上がる体部。口縁端部はやや尖り気味
におえる。内外面を横ナデ調整し、底部はヘラケズリ調整。５０１／２１／２（１１．０）（ ３．１）（１５．８）杯Ａ土師器古代Ｐ１８６８４

断面が四角形の低い高台を持つ。１０１／７―（１０．０）（ ２．６）―杯Ｂ須恵器古代Ｐ１９６８５

体部を湾曲させながら外方に立ち上げ、端部を丸くおえる。
摩滅のため切り離し技法は不明。３０１／４１／３ ５．６（ １．１）（ ７．８）小皿土師器中世Ｐ１９９８６

丹波型瓦器椀。内面のみミガキ調整、ジグザグ暗文。輪高台
で、断面三角形。３０１／６―（ ７．１）（ ２．９）―椀瓦器中世ＳＢ６

Ｐ２１３８７

丹波型瓦器椀。内面のみミガキ調整、平行暗文。断面三角形
を呈する輪高台。３０完形１／３ ５．６（ ４．４）（１４．３）椀瓦器中世ＳＢ７

Ｐ２２７８８

丹波型瓦器椀。内面のみミガキ調整、平行暗文。断面ハの字
に踏ん張る輪高台。内湾気味に立ち上がる体部、口縁端部は
尖らせ気味におえる。

完形完形完形 ６．８ ５．５１３．４椀瓦器中世Ｐ２３４８９

体部は小さく上方に曲げ、口縁端部を尖らせ気味におえる。
口縁端部を丸くおえる。手づくね皿。粘土板の接合痕跡が残
る。

３０１／３１／３ ６．２ １．２ ７．８小皿土師器中世Ｐ２３９９０

体部を外方向に開き、口縁端部を丸くおえる。ロクロ土師器、
切り離し手法は摩滅のため不明。完形完形完形 ５．９ １．８ ７．８小皿土師器中世Ｐ２３９９１

体部を外方向に開き、口縁端部を丸くおえる。手づくね皿。１０１／７１／１８ ６．１（ １．１）（ ８．６）小皿土師器中世Ｐ２３９．
Ｐ２６３９２

体部を外方に開き、口縁端部を尖らせ気味におえる。口縁部
をナデ調整。手づくね皿。２０１／５１／９ ８．０（ １．９）（１０．８）皿土師器中世Ｐ２３９９３

体部を湾曲しながら外方に立ち上げ、口縁端部を尖らせ気味
におえる。口縁部を１段ナデ調整。手づくね皿。３０１／４１／４ ８．６（ ２．３）（１２．８）皿土師器中世Ｐ２３９９４

歪みの大きい個体。内外面を横ナデし手づくねで仕上げる。完形完形完形 ４．８ １．５ ７．５皿瓦器中世Ｐ２５６９５

内弯しながら立ち上がる体部。底体部の境は丸く立ち上がる。
やや歪みがある。手づくね皿。５０１／２１／２ ５．０ １．４ ７．７小皿土師器中世Ｐ２６３９６

外面に平行タタキ。球形の体部から口縁部を外開きで立ち上
げ、端部を肥厚させる。３０欠１／７―（１２．５）（２３．７）堝土師器中世ＳＫ１・

ＳＥ１９７

陶器質、外面に平行タタキ、内面に当て具痕が残る。口縁部
をくの字に外反させ端部に大きめの玉縁を持つ。１０欠１／１２欠（ ６．４）（２８．４）堝土師器中世ＳＥ１９８

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、口縁
端部を丸くおえる。内面のみミガキ調整を施す。２０欠１／１０欠（ ３．６）（１２．８）椀瓦器中世ＳＥ１９９

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、口縁
端部を丸くおえる。内面のみミガキ調整を施す。２０欠１／１０欠（ ３．１）（１２．８）椀瓦器中世ＳＥ１１００

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、口縁
端部を丸くおえる。内面のみミガキ調整を施す。２０欠１／７欠（ ４．３）（１３．８）椀瓦器中世ＳＥ１１０１

暗文はジグザグ暗文。体部は外開きで直線的に立ち上がり、
口縁端部を丸くおえる。高台は断面台形。内面のみ簡略化し
たミガキ調整を施す。内面底部に重ね焼き痕跡。

４０１／２１／１２（ ７．０）（ ４．４）（１３．９）椀瓦器中世ＳＥ１１０２

椀底部片。内面底部ジグザグ暗文。内面にのみ粗いミガキ。
高台は断面三角形の輪高台を貼付る。１０１／４欠（ ５．６）（ １．７）―椀瓦器中世ＳＥ１１０３

漏斗状の形体を持つ鉢である。器表が荒れ調整は不明。１５欠１／４欠（ ７．３）（１５．６）鉢土師器古墳ＳＥ１１０４

須恵器鉢の細片。上方に拡張する口縁部を持つ。細片欠１／２０―（ ３．７）（２８．６）鉢須恵器中世ＳＥ１１０５

須恵器鉢の細片。上方に拡張する口縁部を持つが、端部はナ
デによって丸くおえる。口縁の内側に凹部を持つ。細片欠１／２０―（ ２．６）（２８．４）鉢須恵器中世ＳＥ１１０６
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備　　　考
残存率法　量

器種種別時代出土地点№
全体底部口縁部底径他器高口径

口縁部の破片。退化した口縁部、内面上端に凹線。細片―細片―（ ６．０）（３５．８）甕丹波焼中世ＳＥ１１０７

口縁部片。口縁部内面上端と外面に凹線をもつ。細片欠１／９欠（ １．７）（４７．８）甕丹波焼中世ＳＥ１１０８

Ｎ字状口縁。断面しゃくれ気味の口縁部で上面は凹線状、外面
に１条の凹線。細片―細片―（ ６．６）（５２．４）甕丹波焼中世ＳＥ１１０９

白磁皿の細片。１０１／４欠（ ７．０）（ １．１）―皿白磁中世ＳＥ１１１０

青磁碗細片。内面に花文を印刻する。１０１／２欠（ ５．４）（ １．９）―碗青磁中世ＳＥ１１１１

口縁部片、丸く内弯気味の体部。内面ミガキ調整。１５―１／６―（ ３．５）（１２．６）椀瓦器中世ＳＥ３１１２

口縁部片、丸く内弯気味の体部。口縁部はやや肥厚する。内
面ミガキ調整。１５―１／５―（ ４．１）（１２．６）椀瓦器中世ＳＥ３１１３

手づくね皿。体部は短く外開きに立ち上げ、口縁部を丸くお
える。６０完存３／４（ ５．２）（ １．１）（ ７．２）小皿土師器中世ＳＥ２１１４

体部を小さく立ち上げ、口縁端部を尖らせ気味におえる。ロ
クロ土師器。底部は切り離し後指おさえないしナデ調整する。３０１／４１／４（ ６．２）（ １．２）（ ７．９）小皿土師器中世ＳＥ２１１５

体部を外方に開き、口縁端部を尖らせ気味におえる。口縁部
内外面をナデ調整、底部未調整。手づくね皿。１５１／９１／９ ７．２（ １．２）（ ９．０）小皿土師器中世ＳＥ２１１６

手づくね皿。体部は外開きで口縁部をやや尖らせておえ、底
部はやや丸く仕上げる。３０１／２１／４（ ５．０）（ ２．２）（１０．７）皿土師器中世ＳＥ２１１７

手づくね皿。体部は外開きで、底部はやや丸く仕上げる。細片欠１／１８欠（ ３．２）（１２．５）皿土師器中世ＳＥ２１１８

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、口縁
端部を丸くおえる。内面のみ簡略化したミガキ調整。炭素未
吸着、内外面に黒班あり。。

２０欠１／５欠（ ３．３）（１１．７）椀瓦器中世ＳＥ２１１９

やや内弯気味に開く体部。内面のみあらいミガキ調整。内面
および外面上端を横ナデ調整する。体部下半は未調整。１５―１／６―（ ３．９）（１０．７）椀瓦器中世ＳＥ２１２０

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、口縁
端部を丸くおえる。内面のみミガキ調整を施すが簡略化が著
しい。炭素の未吸着部分がある。

１５欠１／４欠（ ４．３）（１１．４）椀瓦器中世ＳＥ２１２１

直線的に開き体部中位で屈曲する体部。内面のみあらいミガ
キ調整。内面および外面上端を横ナデ調整する。３０―１／７―（ ３．８）（１１．６）椀瓦器中世ＳＥ２１２２

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、口縁
端部を丸くおえる。内面のみミガキ調整。２０欠１／５欠（ ３．８）（１１．７）椀瓦器中世ＳＥ２１２３

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、上半
を軽く丸くおえる。内面のみミガキ調整。３０欠１／６欠（ ４．５）（１２．８）椀瓦器中世ＳＥ２１２４

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、上半
を軽く丸くおえる。内面のみミガキ調整。３０欠１／７欠（ ３．９）（１３．０）椀瓦器中世ＳＥ２１２５

丹波型瓦器椀。暗文不明。体部は湾曲して立ち上がり、上半
を軽くくの字に折る。内面のみミガキ調整。３０欠１／６欠（ ４．３）（１３．０）椀瓦器中世ＳＥ２１２６

丹波型瓦器椀。暗文は不明。体部は湾曲しながら立ち上がり、
上半でくの字に折れ、口縁端部を尖らせておえる。内面のみ
簡略化したミガキ調整を施す。

３０欠１／３欠（ ３．６）（１３．０）椀瓦器中世ＳＥ２１２７

丹波型瓦器椀。暗文は不明。体部は湾曲しながら立ち上がり、
上半でくの字に折れ、口縁端部をやや内弯しておえる。内面
のみ簡略化したミガキ調整を施す。

３０欠１／２欠（ ３．７）（１３．４）椀瓦器中世ＳＥ２１２８

内弯しながら立ち上がる体部。内面にのみ粗いミガキ調整。
内面および外面上端のみ横ナデ調整。体部下半は未調整。細片―１／１２―（ ４．０）（１４．０）椀瓦器中世ＳＥ２１２９

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部は湾曲して立ち上がる。
内面のみ簡略化したミガキ調整。高台は断面ハの字形の輪高
台。

２０１／２欠（ ６．０）（ １．９）欠椀瓦器中世ＳＥ２１３０

直線的に開き体部中位で屈曲する体部。内面のみあらいミガ
キ調整、平行暗文。内面および外面上端を横ナデ調整する。
ハの字に踏ん張る高台。

４０完形１／３ ５．５（４．２）（１１．２）椀瓦器中世ＳＥ２１３１

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部はかるく湾曲して立ち上
がり、端部を丸くおえる。内面のみ簡略化したミガキ調整。
高台は小さく断面三角形の輪高台を貼付。ゆがみが有。

完存完存完存 ５．３ ４．４１１．６　椀瓦器中世ＳＥ２１３２

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部は直線的に立ち上がり、
端部を丸くおえる。内面のみ簡略化したミガキ調整。高台は
小さく断面台形の輪高台を貼付。

完存完存完存 ４．５ ４．８１２．０　椀瓦器中世ＳＥ２１３３

丹波型瓦器椀。暗文はおそらくジグザグ暗文。体部は湾曲し
て立ち上がり、口縁端部を丸くおえる。高台はやや大きく断
面三角形。内面のみ簡略化したミガキ調整。

４０１／３１／１４（ ５．４）（ ４．５）（１１．７）椀瓦器中世ＳＥ２１３４

直線的に立ち上がる体部。内面のみ粗いミガキ調整で見込み
に平行暗文。内面および外面上半を横ナデ調整。体部下半は
未調整。

３０１／３１／３（ ５．７）（ ４．２）（１２．４）椀瓦器中世ＳＥ２１３５

手づくね皿。体部が内湾して立ち上がり、口縁端部を丸くお
える。３０１／２２／３（ ５．０）（ １．７）（ ７．７）小皿瓦器中世ＳＥ２１３６

糸切り皿。厚手の個体で体部は短く外開きに短く立ち上げ、
口縁部を丸くおえる。６０１／３４／１（ ６．２）（ １．７）（ ８．７）小皿須恵器中世ＳＥ２１３７

須恵器鉢の細片。やや上方に拡張し、断面三角形の口縁部を
持つ。２０欠１／１４欠（ ６．６）（２５．２）鉢須恵器中世ＳＥ２１３８

直線的に開く体部。内面ミガキ調整。内面および外面口縁部
のみ横ナデ調整。細片―１／７―（ ３．５）（１１．８）椀瓦器中世ＳＥ６１３９

外開きの体部で、上半でややくの字に折る器形。摩滅のため
調整不明。１５１／４１／６（ ４．７）（ ４．３）（１２．７）椀瓦器中世ＳＥ６１４０

表７　遺物観察表
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表８　遺物観察表

備　　　考
残存率法　量

器種種別時代出土地点№
全体底部口縁部底径他器高口径

大きく開く体部で、器高が低くなる個体。内面にミガキ調整、
見込み平行暗文。小さな断面三角形の貼り付け輪高台。１０１／４１／１２（ ５．１）（ ３．６）（１２．４）椀瓦器中世ＳＥ６１４１

口縁部を上方に拡張し、端部をナデによって丸くおえる。外
面の水引痕跡はやや目立つ。１０―１／８― ８．６（２８．９）鉢須恵器中世ＳＫ４１４２

口縁部を上方に拡張し、端部をナデによって内側に折る。しゃ
くれたような断面形を持つ個体１０―１／１２―（ ４．１）（２８．４）鉢須恵器中世ＳＫ４１４３

口縁部は断面三角形で上端を丸くなでる。外面に凹線を施す。１０―１／９―（ ５．９）（２９．０）鉢須恵器中世ＳＫ４１４４

口縁部を上下に拡張させ、上端面をナデてやや丸くおえる。１０―１／１２― ７．８（３２．８）鉢須恵器中世ＳＫ４１４５

コースター状の器形で薄手のつくり。手づくね。底部黒班有。９５完形完形― １．４（ ７．６）小皿土師器中世ＳＫ４１４６

体部を外方に開き、口縁端部を尖らせ気味におえる。内外面
を横ナデ調整。手づくね皿。細片細片細片 ６．０（ ２．２）（１１．０）皿土師器中世ＳＫ４１４７

退化したＮ字状口縁、胴部中位に肩部を持つ算盤玉形の器形。
井戸側に使用したため底部は打ち欠く。体部下半に陶器片が
釉着する。

完形欠損完形腹径
６５．３５１．６（４４．４）甕丹波焼中世ＳＫ４・

ＳＥ１７１４８

Ｎ字状口縁。最大径が胴部中位にあり、算盤玉の器形が僅かに
残る。底部は井戸側に使用したため打ち欠いており欠損。６０１／２０１／４腹径

６５．３（６０．６）（４９．６）甕丹波焼中世
ＳＫ４・
ＳＥ７・
包含層

１４９

口縁部をくの字に折り、端部を尖らせてすんなりおえる。外
面に緑色の自然釉。細片―細片―（１３．５）（６０．０）甕丹波焼中世ＳＫ４・

ＳＥ５１５０

手づくね皿。丸底で短く丸い体部を持つ。内面および体部を
横ナデする。細片１／９１／９（ ６．０）（ １．９）（１１．８）皿土師器中世ＳＥ５１５１

手づくね皿。低い器高の個体で口縁端部を上方向につまむ。
内面および体部上半は横ナデ。クサリ礫を含む。細片１／７１／７（ ７．６）（１．９）（１２．８）皿土師器中世ＳＥ５１５２

外方に開く体部。内外面を横ナデ調整。内面にはナデによる
ハケ状の痕跡がの残される。底部は未調整。手づくね皿４０１／３１／４（ ８．１）（ ２．５）（１１．７）皿土師器中世ＳＥ５１５３

丸く内傾する体部。内面のみ粗いミガキ調整、見込み平行暗
文。底部歪み有。断面三角形の貼り付け輪高台。９５完形完形 ３．８ ４．８（１０．９）椀瓦器中世ＳＥ５１５４

直線的に開く体部。内面のみ粗いミガキ、見込みジグザグ暗
文。外面に粘土接合痕跡。炭素の吸着が悪く黒色化しない部
分が多い。

９５完形９／１０ ５．７ ４．７（１１．３）椀瓦器中世ＳＥ５１５５

直線的に立ち上がる体部。内面のみ粗いミガキ調整。内面お
よび外面上半を横ナデ調整。体部下半は未調整。３０１／４１／４―（ ３．４）（１０．８）椀瓦器中世ＳＥ５１５６

丸く立ち上がる体部、上半でナデによる屈曲が顕著。内面に
粗いミガキ調整。３０―１／２―（ ４．３）（１１．８）椀瓦器中世ＳＥ５１５７

ラッパ状に開く体部。内面のみ粗いミガキ調整。外面は指頭
痕跡顕著。４０―１／２―（ ４．２）（１１．９）椀瓦器中世ＳＥ５１５８

丸い体部。内面を横ナデの後、斜め方向の条線。最後に粗い
ミガキ調整。外面粘土貼り付け痕跡。１０―１／５―（ ４．２）（１１．８）椀瓦器中世ＳＥ５１５９

底部片。見込みに渦巻き暗文。高台は小さな輪高台を貼り付
ける。１５完形１／２（ ４．７）（ １．４）―椀瓦器中世ＳＥ５１６０

やや低い器高。外開きの体部。内面に粗いミガキ調整、見込
みは部分的に暗文が確認される。高台は小さい三角形高台を
貼り付ける。

２０１／６１／６（ ５．１）（ ３．８）（１２．４）椀瓦器中世ＳＥ５１６１

外開きの体部で、内面にミガキ調整。見込み平行暗文。内面
および外面口縁部のみ横ナデ調整。断面三角形の貼り付け輪
高台。外面下半炭素未吸着。

１０１／４１／１２（ ５．５）（ ４．６）（１２．９）椀瓦器中世ＳＥ５１６２

青磁皿の底部細片。内面に草花文を片刃彫りする。白濁した
透明釉を施釉。細片細片―（ ８．２）（ １．１）―皿青磁中世ＳＥ５１６３

底部片。内面の使用痕跡は顕著。細片１／４―（１４．５）（ ６．５）―鉢須恵器中世ＳＥ５１６４

甕胴部の破片。外面に平行タタキが観察される。胴部片―――――甕須恵器中世ＳＥ５１６５

手づくね皿。丸底で体部は短く立ち上がる。内面は不定方向
ナデの痕跡顕著。外面未調整。６０５／８５／８（ ５．１）（ １．４）（ ８．０）小皿土師器中世ＳＥ７１６６

手づくね皿。平底で体部中位でくの字で折れ外反する。内面
および外面上半は横ナデ。外面下半以下は未調整。歪みの大
きい個体。

９０完形３／４ ７．４ ３．０（１０．１）皿土師器中世ＳＥ７１６７

底部片。断面三角形の和輪高台。内面のみミガキ調整で平行
暗文。１５完形― ４．８（ ２．０）―椀瓦器中世ＳＥ７１６８

底部欠損。丸く内湾する体部で端部はやや尖らせ気味におえ
る。内面にのみ粗いミガキ調整。外面に指頭痕跡が目立つ。１５―１／７―（ ４．１）（１１．４）椀瓦器中世ＳＥ７１６９

外面に平行タタキ。球形の体部から口縁部を直立して立ち上
げ、端部を肥厚させる。頸部に顕著な指頭痕跡を残す。５０―１／２―（１１．８）（２０．５）堝土師器中世ＳＥ７１７０

口縁部の細片である。口縁部を湾曲して立ち上げ端部を玉縁
状にする。細片―細片―（ ３．３）―堝土師器中世ＳＥ７１７１

口縁部を肥厚させて上下に拡張させる。上端部をナデて丸く
おえる。細片―１／１０―（ ４．０）（２６．７）鉢須恵器中世ＳＥ７１７２

口縁部を肥厚させて上方の拡張させる。１０―１／９―（ ５．８）（２９．３）鉢須恵器中世ＳＥ７１７３

外面に平行タタキ。頸部から口縁部を直立気味に立ち上げ、
端部を肥厚させる。細片―細片―（ ６．３）―甕須恵器中世ＳＥ７１７４

外面に平行タタキ。頸部から口縁部を直立気味に立ち上げ、
端部を肥厚させる。細片―細片―（ ５．２）―甕須恵器中世ＳＥ７１７５

体部は外方に開いて立ち上がり、口縁を肥厚させ、上端に面
を持つ。炭素は安定しているが　調整は摩滅のため不明。細片―細片―（ ７．１）（３８．０）火鉢瓦質土器中世ＳＥ７１７６
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表９　遺物観察表

備　　　考
残存率法　量

器種種別時代出土地点№
全体底部口縁部底径他器高口径

口縁部片である。外面に鎬蓮弁を陽刻する。花弁に縦方向の
細線を描いている。釉調は浅緑色を呈する。２０―１／８―（ ４．２）（１２．９）碗青磁中世ＳＥ７１７７

底部片である。白濁した施釉。外面に高台脇に回線、体部下
半に縦筋文様、内面見込外周に圏線。ハの字に踏ん張るやや
背高の高台。

２０１／８―（ ９．１）（ ４．６）―鉢染付磁器近世後半ＳＥ１３１７８

底部片。断面台形の輪高台。細片細片―（ ８．０）（ １．８）―杯Ｂ須恵器古代ＳＥ１４１７９

杯の口縁部片である。直立して立ち上がる体部を持つ。細片―１／７―（ ３．４）（１２．７）杯須恵器古代ＳＥ１４１８０

口縁部の細片である。退化したＮ字状口縁でしゃくれたような
形体を持つ。稲荷山期。細片―細片―（ ４．１）―甕丹波焼中世ＳＥ１５１８１

口縁部の細片である。退化したＮ字状口縁で、しゃくれた形体
を持つ。稲荷山期。細片―細片―（１３．３）―甕丹波焼中世ＳＥ１６１８２

口縁部の細片である。外面に退化した断面台形の鍔を持つ。細片―細片―（ ３．８）―堝土師器中世ＳＥ１５１８３

口縁部片である。外面に稚拙な蓮弁文を陽刻する。釉調は濃
緑色を呈しやや濁る。細片―細片―（ ３．０）（１６．７）碗青磁中世ＳＥ１５１８４

糸切皿。短い体部を外開きに立ち上げ、端部をやや尖らせて
おえる。２０１／４１／１２（ ５．０）（ ０．９）（ ６．０）小皿土師器中世ＳＥ１７１８５

手づくね皿。器高が浅くコースター状の皿で、体部を短く、
口縁端部は丸くおえる。３０１／４１／４（ ６．０）（ ０．８）（ ７．０）小皿土師器中世ＳＥ１７１８６

手づくね皿。外開きの体部と丸底の底部を持つ。口縁部はや
や尖り気味で内外面を横ナデ。底部に指頭痕跡が観察される。２０１／７１／２４（ ６．０）（ ２．２）（１１．０）皿土師器中世ＳＥ１７１８７

椀底部片。ジグザグ暗文。内面にのみ粗いミガキ。高台は断
面三角形の輪高台を貼付る。１０１／３欠（ ５．３）（ ２．７）―椀瓦器中世ＳＥ１７１８８

椀底部片。ジグザグ暗文。直線的に立ち上がる体部。内面は
細かなハケ調整の後、ミガキ調整。高台は断面三角形の輪高
台を貼付る。

１０１／３欠（ ５．４）（ ３．４）―椀瓦器中世ＳＥ１７１８９

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部はやや内湾しながら立ち
上がり、口縁部をわずかに内傾させる。内面のみミガキ調整。
高台は低い輪高台を貼付。ゆがみ有り。内面に縦方向の分割
線が認められる。

６０完形細片（ ４．９）（ ４．０）（１１．９）椀瓦器中世ＳＥ１７１９０

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部は湾曲して立ち上がり、
口縁部で軽くくの字に折る。内面のみミガキ調整。高台は断
面三角形の輪高台を貼付。ゆがみ有り。

４０１／２０１／２（ ３．９）（ ４．５）１１．５椀瓦器中世ＳＥ１７１９１

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部は外開きで直線的に立ち
上がり、口縁端部をやや内径させておえる。内面のみミガキ
調整。高台は断面三角形の輪高台を貼付。

１００完形完形 ５．０ ４．５１１．８椀瓦器中世ＳＥ１７１９２

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部は湾曲して立ち上がる。
内面のみミガキ調整。高台は断面三角形の輪高台を貼付。４０３／４２／３（ ５．０）（ ４．４）（１１．８）椀瓦器中世ＳＥ１７１９３

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部は湾曲して立ち上がる。
内面のみミガキ調整。高台は断面三角形の輪高台を貼付。ゆ
がみが大きい。

４０１／２０１／２（ ５．２）（ ４．５）１１．５椀瓦器中世ＳＥ１７１９４

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。体部は湾曲して立ち上がり、
上半を軽くくの字に折る。内面のみミガキ調整。高台は断面
三角形の輪高台を貼付。

９５ほぼ
完形

ほぼ
完形（ ５．６）（ ４．４）（１２．０）椀瓦器中世ＳＥ１７１９５

丹波型瓦器椀。ジグザグ暗文。湾曲して立ち上がる体部。内
面のみミガキ調整。高台は断面三角形の輪高台を貼付。部分
的に炭素未吸着。

４０１／４１／３（ ４．３）（ ４．５）（１１．０）椀瓦器中世ＳＥ１７１９６

須恵器鉢の細片。上方に拡張する口縁部を持つ。細片欠１／２０―（ ３．５）―鉢須恵器中世ＳＥ１７１９７

須恵器鉢の細片。上方に拡張する口縁部を持つ。２―１／１２―（ ２．５）―鉢須恵器中世ＳＥ１７１９８

口縁部片で厚手の個体である。口縁部は外面に面を持ち直下
に平行タタキの痕跡が観察される。５―１／１２―（ ５．３）（３３．６）甕須恵器中世ＳＥ１７１９９

体部を小さく立ち上げ、口縁端部を尖らせ気味におえる。ロ
クロ土師器。底部は切り離しは糸切り手法。３０１／４１／１２（ ６．３）（ １．３）（ ８．３）小皿土師器中世ＳＫ１１２００

内弯気味に立ち上がる体部で口縁端部をやや尖らせ気味にお
える。内外面は横ナデ調整。２０１／４１／５（ ５．６）（ ２．１）（１０．８）皿土師器中世ＳＫ１１２０１

手づくね皿。外開きの体部と丸底の底部を持つ。口縁部はや
や尖り気味で内外面を横ナデ。底部に指頭痕跡が観察される。２０１／７１／１２（ ６．０）（ ２．３）（１３．０）皿土師器中世ＳＥ２０２０２

体部を外開きに立ち上げ、端部を肥厚させて上端に面を持つ。
ミガキなどの調整は摩滅により不明。細片―細片（ ６．０）（１０．１）（４０．０）火鉢瓦質土器中世ＳＤ１２０３

手づくね皿、体部を外開きに立ち上げ、端部を丸くおえる。細片１／１２３／４― １．２ ７．８小皿土師器中世下層包含層２０４

手づくね皿、やや丸底になる器形。体部を外開きに立ち上げ、
端部を丸くおえる。細片１／３１／３（ ６．５）（ １．５）（ ８．２）小皿土師器中世下層包含層２０５

体部上半・口縁部を横ナデ調整。底体部の境は丸く立ち上が
る。摩滅のため細かい調整は不明。３０１／３１／３―（ １．７）（１５．０）皿土師器中世下層包含層２０６

甕型の器形。口縁部を軽くくの字に折り、端部上面に面もつ。
外面胴部に平行タタキ。２０―１／４―（ ９．２）（２５．８）堝土師器中世下層包含層２０７

甕型の器形。口縁部をくの字に折り、端部上面に面もつ。外
面胴部に平行タタキ。２０―１／５―（ ８．６）（２２．８）堝土師器中世下層包含層２０８

頸部を直立させ、端部を肥厚させる。体部外面に平行タタキ。細片―１／１２―（ ４．３）（１９．１）堝土師器中世下層包含層２０９

体部を直立気味に立ち上げ、口縁端部を玉縁状に肥厚させる。
外面に平行タタキ、内面にあて具痕跡が観察される。細片―１／１２―（ ４．８）（２６．４）堝須恵器中世下層包含層２１０

口縁部をくの字に外反させ、端部上面に目を持つ。外面平行
タタキ、内面にはあて具痕跡とハケ目調整が施される。５０底部欠３／４腹径

２６．５－２２．７堝土師器中世下層包含層２１１
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表１０　遺物観察表

備　　　考
残存率法　量

器種種別時代出土地点№
全体底部口縁部底径他器高口径

手づくね皿。器高が浅く体部は短く立ち上がり口縁部を丸く
おえる。４０完存１／２（ ５．０）（ １．４）（ ７．８）皿瓦器中世下層包含層２１２

内面および口縁部を横ナデ、ミガキなし。炭素は安定的に吸
着する。底体部～体部を丸く立ち上げ、口縁端部は丸くおえ
る。

９５完形完形 ６．０ １．６ ８．２皿瓦器中世下層包含層２１３

内面および口縁部を横ナデ、ミガキなし。炭素は安定的に吸
着する。底体部～体部を丸く立ち上げ、口縁端部は丸くおえ
る。

２０１／６１／６ ６．０（ １．４）（ ９．３）皿瓦器中世下層包含層２１４

丹波型瓦器椀。体部は直線的に立ち上がり端部をやや丸くお
える。内面のみミガキ調整。高台は断面三角形の輪高台を貼
付。

４０１／１０１／３（ ６．０）（ ４．４）（１２．７）椀瓦器中世下層包含層２１５

内面のみ粗いミガキ調整。外面は上半のみ横ナデ、体部下半
には指頭痕跡が顕著。外面下半および口縁端部に炭素の未吸
着部分が認められる。

１０―１／５―（ ３．６）（１０．８）椀瓦器中世下層包含層２１６

内面のみ粗いミガキ調整。外面は上半のみ横ナデ、体部下半
には指頭痕跡が顕著。１０―１／５―（ ４．１）（１３．２）椀瓦器中世下層包含層２１７

丹波型瓦器椀。体部は内湾しながら立ち上がり端部をとがら
せ気味におえる。内面のみミガキ調整。２０―１／３―（ ３．８）（１２．８）椀瓦器中世下層包含層２１８

丹波型瓦器椀。体部は内湾しながら立ち上がり端部をとがら
せ気味におえる。内面のみミガキ調整。１０３／４――（ １．８）―椀瓦器中世下層包含層２１９

丹波型瓦器椀。体部は内湾しながら立ち上がり端部をとがら
せ気味におえる。器面が摩滅のため調整不明。輪高台、断面
三角形。

４０２／３１／３（ ６．０）（ ５．３）（１４．６）椀瓦器中世下層包含層２２０

丹波型瓦器椀。体部は内湾しながら立ち上がり端部をとがら
せ気味におえる。内面のみミガキ、平行ジグザグ暗文。輪高
台で断面逆三角形。

６０完形１／３ ６．６（ ５．３）（１４．２）椀瓦器中世下層包含層２２１

丹波型瓦器椀。体部は直線的に立ち上がり端部をとがらせ気
味におえる。内面のみミガキ調整、平行暗文。輪高台、断面
四角形。

４０２／３１／３（ ６．０）（ ５．３）（１４．６）椀瓦器中世下層包含層２２２

外反させて直線的な体部を持ち、口縁部は丸くおえる。細片―１／１０―（ ３．４）（１４．８）椀須恵器中世下層包含層２２３

口縁部がやや肥厚する。細片―細片―（ ４．６）（１４．８）椀須恵器中世下層包含層２２４

上下に拡張する口縁部を持つ。口縁部上端は丸くナデる。５細片１／９―（ ３．４）（２４．４）鉢須恵器中世下層包含層２２５

口縁端部を内傾させて拡張する。外面に自然釉。細片―１／１２―（ ６．７）（３０．８）鉢須恵器中世下層包含層２２６

外開きで直線的にたちがある体部をもつ。内面は平滑にナデ
調整されるが、外面は水引痕跡が観察される。２０１／３―（ ９．２）（ ７．５）―鉢須恵器中世下層包含層２２７

外面に線描きの蓮弁文、内面草花文を陰刻する。２０１／３――（ ３．２）―碗青磁中世包含層２２８

外面に線描きの蓮弁。内面に草花文と思われる陰刻が施され
る。高台内面のみがケズリによって無釉。２０完形―（ ６．３）（ ３．３）―碗青磁中世包含層２２９

Ⅳ類碗である。玉縁口縁をもつ。体部下半は露胎である。細片―１／７―（ ２．６）（１４．８）碗白磁中世包含層２３０

中国産磁器。体部を外開きに開き、端部をやや尖らせ気味に
おえる。内面上下に二重区画線。外面は２重区角線と花卉文。細片―１／９―（ ４．６）（１１．８）碗染付磁器１６世紀包含層２３１

折縁のソギ皿である。器壁が厚く大型のもので、灰釉を施釉
する。１５１／７――（ １．７）―ソギ皿瀬戸

美濃焼１６世紀包含層２３２

ソギ皿体部を口縁部手前で折り、端部に玉縁状としやや上方
につまむ。１／３―１／３―（ ２．３）（１１．８）ソギ皿瀬戸

美濃焼１６世紀包含層２３３

棒状土錘、両端に直径５㎜の円穿をもつ。５０―――幅
 ２．３

長さ
 ５．３土錘土製品中世包含層２３４

棒状土錘
完形完形完形―

幅
１．１～
１．５

長さ
 ４．４土錘土製品中世包含層２３５

口縁端部を尖り気味におえる。一本描きの卸目を持つ。内面
に自然釉。細片―１／２０―（ ４．９）―擂鉢丹波焼中世後半包含層２３６

口縁端部を内傾させて尖り気味におえる。一本描きの卸目を
持つ。内面に自然釉。細片―１／２０―（ ６．２）―擂鉢丹波焼中世包含層２３７

細片―１／１８―（ ４．８）（２２．５）鉢丹波焼１６世紀包含層２３８

幕末頃の陶器鉢である。肩部に自然釉がかかる。頚部を湾曲
しながら立ち上げ、口縁端部を上方につまむ。細片―１／１２―（ ４．３）（２５．５）鉢丹波焼近世包含層２３９
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表１１　遺物観察表

備　　考
法　　量（㎝）

器　  種種別出土遺構報告№
厚幅長

０．１５１．４ ３．０５不明銅製品ＳＥ２Ｆ１

０．６５１．０５６．１ 和釘鉄器ＳＤ１Ｆ２

０．４５０．５ ８．４５和釘鉄器ＳＥ１Ｆ３

備　　考
法　　量（㎝）

器　  種種別出土遺構報告№
厚幅長

器高 （４．８）口径 （１５．２）漆椀木器ＳＥ１６Ｗ１

０．５ ３．０１５．７不明竹製品ＳＥ１６Ｗ２

０．４ ２．３１８．１不明竹製品ＳＥ１６Ｗ３

０．５～０．６ ２．９ ７．９不明竹製品ＳＥ１６Ｗ４

０．６～０．９ ２．７１６．２不明木器ＳＥ１６Ｗ５

１．０～１．６ ２．０１９．０不明木器ＳＥ１６Ｗ６

１．２１０．６３３．１建築部材の転用材木器ＳＥ１６Ｗ７

１．２～１．４ ４．８３０．７桶の底板の転用材木器ＳＥ１６Ｗ８

１．６～２．１ ４．３３０．６木枠の転用材木器ＳＥ１６Ｗ９

０．４高さ  ９．６直径 ４７．２曲物木器ＳＥ１Ｗ１０

０．４高さ  ９．０直径 ４７．２曲物木器ＳＥ１Ｗ１１

０．４高さ  ５．２直径 ４７．２曲物木器ＳＥ１Ｗ１２

０．６～１．２高さ ２９．０直径 ４７．０曲物木器ＳＥ１Ｗ１３

０．５高さ ２７．０直径 ４７．０曲物木器ＳＥ１Ｗ１４

０．４ ２．１２０．０木札木器ＳＥ１Ｗ１５

０．２ ２．４１９．８木札木器ＳＥ１Ｗ１６

０．２ ２．１１７．５木札木器ＳＥ１Ｗ１７

０．３ ２．２２３．３木簡木器ＳＥ２０Ｗ１８

０．３ １．９１６．３木片木器ＳＥ２０Ｗ１９

０．５ ２．１ ７．５木片木器ＳＥ２０Ｗ２０

５．８ ７．１９１．３井戸枠木器ＳＥ１Ｗ２１

６．４ ６．３９０．２井戸枠木器ＳＥ１Ｗ２２

７．９ ５．９９０．３井戸枠木器ＳＥ１Ｗ２３

５．６ ７．２９０．４井戸枠木器ＳＥ１Ｗ２４

５．１ ７．０８９．３井戸枠木器ＳＥ１７Ｗ２５

４．４ ４．９８７．５井戸枠木器ＳＥ１７Ｗ２６

４．０ ６．９８８．１井戸枠木器ＳＥ１７Ｗ２７

４．４ ６．４８８．１井戸枠木器ＳＥ１７Ｗ２８

０．５高さ ２４．５直径 ５０．０曲物木器ＳＥ３Ｗ２９

９．４１１．８２２．１下駄木器ＳＥ１４Ｗ３０

２．３１６．９２３．５部材木器ＳＥ１４Ｗ３１

０．８ ６．１２０．１部材木器ＳＥ１４Ｗ３２

１．８～３．２ ５．８２２．３部材木器ＳＥ１４Ｗ３３

１．１ ７．９３６．７部材木器ＳＥ１５Ｗ３４

２．１１４．７９９．９井戸側板木器ＳＥ２０Ｗ３５

木製品

備考
法　　量（㎝）

器　  種種別出土遺構報告№
重量（ｇ）厚幅長

 ５７．６ １．０ ４．７ １１．３？打製石器包含層Ｓ１

２５６．０ ３．１ ４．６ １１．７石斧石製品ＳＥ１Ｓ２

２９２．９（ ２．３） ５．５ １４．８石斧石製品ＳＥ１７Ｓ３

 ７０．４ １．５（ ３．２５）（ ９．２）砥石石製品ＳＥ１６Ｓ４

 ４６．３ １．２ ３．８  ６．９砥石石製品包含層Ｓ５

 ５０．５ １．３ ３．６  ７．１砥石石製品ＳＥ２Ｓ６

７９８．７ ４．５ ６．７ １４．３砥石石製品ＳＫ４Ｓ７

 ７４．０石鍋石製品ＳＫ４Ｓ８

石製品

金属製品
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第５章　まとめ

１．東古佐遺跡の変遷

　篠山盆地の南西部に位置する本遺跡は篠山川の南岸に位置する段丘化した地形に立地する。集落の立

地する場所は北及び東側に丘陵が隣接する裾部にあたるが、調査区東半分に埋没河川が存在するなど安

定した場所とはいえない。丘陵裾部の地山をベースとする範囲は北側の現集落側に位置すると推定され

る。

　弥生時代～古墳時代にかけては旧河道に面した湿潤な場所に多数の土器を投棄した痕跡が見つかっ

た。住居址の検出はできなかったが北側の隣接地に集落本体が存在することを窺わせてくれる。また、

丘陵上には多くの古墳の存在が知られており、調査区内からも埴輪片（４４）が出土するなどした。これ

らは、東古佐遺跡集落の墓域と考えられる。

　古代の遺物も少数ではあるが出土した。残念ながら建物の復元には至らなかったが前代同様、北側に

集落本体が存在することが推測される。平安時代中期の遺物はほとんどなく、１５世紀～近世までの遺物

も数はごく僅かである。しかし、状況から考えると集落は立地や範囲の変遷を経ながら、継続的に維持

されたものと思われる。東古佐遺跡の集落は少なくとも弥生時代後期から現在まで維持されてきたので

あろう。

　

２．中世集落の遺物

　中世段階の遺物について器種ごとに第４章で見たが、これらの年代観について確認しておきたい。先

ず瓦器椀はＡタイプとしたものが１３世紀前半代頃（伊野編年Ⅳ～Ⅴ期）、Ｂタイプの椀は１３世紀後半から

１４世紀前半頃（伊野編年ではⅦ期の相当する）である。

　丹波焼甕は１３世紀後半と１４世紀代のものが含まれる。長谷川編年のⅢ期（１３世紀後葉～１４世紀前葉）、

Ⅳ期（１４世紀中葉～１４世紀後葉）のものが中心となる。須恵器鉢はＡタイプが１２末～１３世紀前半、Ｂタ

イプが１３世紀後半、Ｃタイプは１４世紀前半頃、Ｄタイプは１４世紀後半ごろと考えられる。このほか土師

器皿には１４世紀に下るものが井戸の出土遺物に認められる。堝は甕型に近い形態のものが１３世紀前半、

堝型が１３世紀代後半のものと、１４世紀代前半のものがある。

　以上のことから、下層包含層とした遺物包含層は混入を含むものの瓦器椀Ａタイプや土師器堝に甕型

に近いものがあること。瓦器椀や須惠器鉢には後出のものが多く混じるが、１３世紀前半の遺物群が一定

量混じることは確実といえる。また、柱穴出土の遺物は建物の時期を決定できる遺物を欠くが、比較的

下層包含層に近い時期の遺物が多く含まれている。このことから掘立柱建物は多くがこの時期に含まれ

る可能性が高い。

　次に井戸や土坑であるが、先ずＳＥ２は須恵器鉢１３８が１３世紀前半であり、瓦器椀はＢａタイプが多く

を占める。

　一方、ＳＥ５では口径が１１㎝ 前後と小さいものが多く、比較的暗文が粗いＢｂタイプが多くを占めてお

り、ＳＥ２よりも時期が下る一群と思われる。ＳＥ１７も瓦器椀がＳＥ５に近い形態のものが多い。丹波焼甕

１４８は長谷川編年のⅢ期（１３世紀後葉～１４世紀前葉）にあたる。このためＳＥ５・１７はＳＥ２より後出のも

ので１３世紀末～１４世紀前半ごろの年代が想定される。さらにこれに近い時期のものはＳＥ７があるが、

堝１７０は１４世紀に下る可能性があるので、ＳＥ５・１７よりは少し新しいと考えられる。

　そして、ＳＥ１は丹波焼甕Ⅳ期および須恵器鉢Ｃタイプのものが含まれ、土師器堝も後出のものであ

る。ＳＫ４も丹波焼甕Ⅳ期、須恵器鉢Ｃタイプが出土している。このため、ＳＥ１・ＳＫ４は１４世紀中頃～

後半の遺構と考えられ、本遺跡の中世遺構の中では最も新しいと考えられる。
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３．東古佐遺跡と篠山盆地の中世集落

　東古佐遺跡から検出された井戸は１１基であるが、ＳＥ３・５・６・７・１７などの井戸Ａ群、ＳＥ１・２

周辺の井戸Ｂ群、西端ＳＥ１４～１６の井戸Ｃ群、さらに東側に離れてＳＥ２０があり、大きくは４つのグルー

プに分かれる。このうち井戸Ｃ群は掘削を途中で放棄しており、井戸として機能した形跡はない。この

ため主なものは井戸Ａ・Ｂ群の２つのグループであるが遺物からすると、井戸Ｂ群でＳＥ２→ＳＥ１、井戸

Ａ群ではＳＥ３・５・１７→ＳＥ７の順で変遷している。

　つまり、これらの井戸は時期ごとに掘削が繰り返されたもので、少なくとも井戸の集中場所は長期間

に渡って集落の水場として使われたと考えられる。

　一方、掘立柱建物からは時期を決定できる遺物が出土していないが、柱穴から出土した遺物をみると

１３世紀前半～中頃までのものが多い。このため、下層包含層やＳＥ２の時期までの建物が多い印象を持

つ。これらから推測すると、建物は１３世紀中ごろを画期として現集落の方に大半が移動したと思われ

る。ただし、井戸は水源の関係から移動せず、長く水場として維持されたと思われる。さらにＳＥ１３の

ような近世の井戸が存在することを考えると、北側の県道下に移動しながら近代まで井戸が掘削され続

けた可能性が高く、調査区は１４世紀頃から集落が移動し耕作地に代わったと思われる。

　なお、集落はＳＢ１・２周辺では建て替えが１回程度行われたが、下層包含層が残される周辺から以

西は柱穴の密度が稠密で、時期的にも１３～１４世紀前半までの長期間維持されている。従って、ＳＢ３～

７周辺は建物群が長く維持されたが、地盤の悪いＳＢ１・２周辺（屋敷地Ａ）は１３世紀のうちに北側の

現集落に移動したのであろう。

　なお、今回の調査区の両端にはＳＤ１・２が検出されているが、２つの溝は９５ｍの間隔をおいて、そ

れぞれＮ－１０° －Ｗ、Ｎ－２０° －Ｗの軸方位をもつ。限られた範囲の検出であるため、この軸方位に意味

があるかどうかは検討の余地があるが、ＳＢ１・２でもＮ－６° －Ｗを向くなど、ほとんどの建物が西側

に傾く軸方位を向く。このことから大正以前（第２章参照、耕地整理）の地割は西に６～２０前後傾く軸

方位を持っていたと推定される。

　東古佐遺跡の東約５００ｍでは同路線の県道拡幅事業で東中道ノ坪遺跡の調査が行われている。この遺

跡も北側に立地する小丘陵の裾部に立地する。検出された集落は１３世紀前半代を中心とするもので、掘

立柱建物や井戸・溝・土坑などが検出されており、東古佐遺跡の下層包含層の時期に近いものと考えら

れ、柱穴出土の遺物にもこの時期のものが認められるので、集落の初期段階は併存した可能性が高い。

ただし、東中道ノ坪遺跡では１３世紀前半段階の短期間で集落は機能を終えている。しかしこれは、東古

佐遺跡と同様に集落の移動に伴う現象である可能性が高い。いずれにしてもこの地域では、島状の小丘

陵の山裾部に小規模な集落が形成されるが、１３世紀前半頃に集落が拡大し、１３世紀後半段階に再び丘陵

際に縮小する傾向を両遺跡からは読み取ることができる。
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放射性炭素年代測定

パレオ・ラボＡＭＳ年代測定グループ

伊藤茂・尾嵜大真・丹生越子・廣田正史・山形秀樹・小林紘一

Ｚａｕｒ Ｌｏｍｔａｔｉｄｚｅ・Ｉｎｅｚａ Ｊｏｒｊｏｌｉａｎｉ・竹原弘展

１．はじめに

　篠山市東吹・網掛にある東古佐遺跡は、標高１１９ｍ前後で篠山川の西５００～６００ｍに立地する。当遺跡

より検出された試料について、各土層の時期の把握を目的として、加速器質量分析法（ＡＭＳ法）によ

る放射性炭素年代測定を行った。

２．試料と方法

　測定試料の情報、調製データは表１２のとおりである。

　試料№１（ＰＬＤ－１７２７６）は、№１～２地区のトレンチ、⑤層青灰色シルト質細砂より出土した自然

木の断片である。最外年輪は確認されていない。№１～２地区は調査区の東寄りに位置し、篠山川の本

流または本流に近い分流と考えられる自然流路が検出されている。⑤層の上にある③、④層が旧河道の

埋土で、③層上面が古墳時代以降の遺構面である。

　試料№２、№３（ＰＬＤ－１７２７７、ＰＬＤ－１７２７８）は、№１０～１１地区のトレンチより採取した土壌で、試

料№２（ＰＬＤ－１７２７７）が地表下１．７ｍの⑦層黒灰色シルト、試料№３（ＰＬＤ－１７２７８）が地表下１．２ｍの

⑤層黒灰色シルトである。№１０～１１地区は、②層上面が古墳時代以降の遺構面である。

　試料№４（ＰＬＤ－１７２７９）は、№１４～１５地区のトレンチ、⑫層黒灰色シルトより採取した土壌である。

　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトＡＭＳ：ＮＥＣ製　１．５ＳＤＨ）を用いて測

定した。得られた１４ Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行った後、１４ Ｃ年代、暦年代を算出した。

前　 処　 理試料データ遺跡データ測定番号

超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，

水酸化ナトリウム：１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）

試料の種類：生材

試料の性状：不明

状態：ｗｅｔ 

試料№１

地区：№１～２ トレンチ

層位：⑤層 青灰色シルト質細砂

深度：地表下１．４ｍ

ＰＬＤ－１７２７６

湿式篩分　１０６μｍ

超音波洗浄

酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ）

試料の種類：土壌

状態：ｗｅｔ 

試料№２

地区：№１０～１１　トレンチ

層位：⑦層 黒灰色シルト

深度：地表下１．７ｍ

ＰＬＤ－１７２７７

湿式篩分　１０６μｍ

超音波洗浄

酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ）

試料の種類：土壌

状態：ｗｅｔ

試料№３

地区：№１０～１１ トレンチ

層位：⑤層 黒灰色シルト

深度：地表下１．２ｍ

ＰＬＤ－１７２７８

湿式篩分　１０６μｍ

超音波洗浄

酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ）

試料の種類：土壌

状態：ｗｅｔ

試料№４

地区：№１４～１５ トレンチ

層位：⑫層 黒灰色シルト

深度：地表下１．５ｍ

ＰＬＤ－１７２７９

表１２　測定試料及び処理
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３．結　　果

　表１３に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３ Ｃ）、同位体分別効果の補正を行って暦年

較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した
１４ Ｃ年代を、第９図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない

値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　１４ Ｃ年代はＡＤ１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４ Ｃ年代（ｙｒＢＰ）の算出には、１４ Ｃ

の半減期としてＬｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４ Ｃ年代誤差（±１σ）は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４ Ｃ年代がその１４ Ｃ年代誤差内に入る確率が６８．２％で

あることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の１４ Ｃ濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４ Ｃ年代に対し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４ Ｃ濃度の変動、及び半減期の違い（１４ Ｃの半減期５７３０±４０年）

を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

　１４ Ｃ年代の暦年較正にはＯｘＣａｌ４．１（較正曲線データ：ＩＮＴＣＡＬ０９）を使用した。なお、１σ暦年代範

囲は、ＯｘＣａｌの確率法を使用して算出された１４ Ｃ年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範囲であ

り、同様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲

内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４ Ｃ年代の確率分布を示し、二重曲線は

暦年較正曲線を示す。

　

４．考　　察

　以下２σ暦年代範囲を基に述べる。土器編年との対応関係については、藤尾（２００９）、小林謙一

（２００８，２００９）、小林達雄編（２００８）を参照した。

　試料№１（ＰＬＤ－１７２７６）の自然木は、１σ暦年代範囲（確率６８．２％）で２３３－２５９ ｃａｌ ＡＤ（３９．５％）

および２９７－３２１ ｃａｌ ＡＤ（２８．７％）、２σ暦年代範囲（確率９５．４％）で１７５－１９０ ｃａｌ ＡＤ（１．５％）および

１４ Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲１４ Ｃ年代

（ｙｒＢＰ±１σ）

暦年較正用年代

（ｙｒＢＰ±１σ）

δ１３ Ｃ

（‰）
測定番号

２σ暦年代範囲１σ暦年代範囲

１７５ＡＤ（ １．５％）１９０ＡＤ

２１２ＡＤ（９３．９％）３３７ＡＤ

２３３ＡＤ（３９．５％）２５９ＡＤ

２９７ＡＤ（２８．７％）３２１ＡＤ
１７７５±１５１７７４±１７－２５．５５±０．２１

ＰＬＤ－１７２７６

試料№１

３７６９ＢＣ（９５．４％）３６５８ＢＣ

３７６０ＢＣ（１５．０％）３７４２ＢＣ

３７１５ＢＣ（２９．７％）３６９２ＢＣ

３６８６ＢＣ（２３．５％）３６６１ＢＣ

４９４０±２０４９４０±２０－２２．４５±０．２２
ＰＬＤ－１７２７７

試料№２

２１４０ＢＣ（９１．１％）２０１７ＢＣ

１９９６ＢＣ（ ４．３％）１９８０ＢＣ

２１３１ＢＣ（４７．９％）２０８５ＢＣ

２０５２ＢＣ（２０．３％）２０３１ＢＣ
３６８０±２０３６８２±２１－２１．９０±０．２０

ＰＬＤ－１７２７８

試料№３

４２２９ＢＣ（１２．８％）４２００ＢＣ

４１７０ＢＣ（２２．１％）４１２７ＢＣ

４１２０ＢＣ（ ５．３％）４０９６ＢＣ

４０８１ＢＣ（５５．２％）３９８５ＢＣ

４２２３ＢＣ（ ８．９％）４２０９ＢＣ

４１５６ＢＣ（１６．０％）４１３３ＢＣ

４０６６ＢＣ（２１．９％）４０３７ＢＣ

４０２１ＢＣ（２１．４％）３９９５ＢＣ

５２６０±２５５２５９±２３－２４．９５±０．２２
ＰＬＤ－１７２７９

試料№４

表１３　放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果



― ―― ―３９

２１２－３３７ ｃａｌ ＡＤ（９３．９％）となり、２世紀後半～４世紀前半の範囲を示した。これは、弥生時代後期

～古墳時代前期にあたる。ただし、部位不明木材の場合、最外年輪部からの年輪分だけ枯死・伐採年代

より古い年代となる（古木効果）。

　試料№２（ＰＬＤ－１７２７７）の土壌は、１σ暦年代範囲で３７６０－３７４２ ｃａｌ ＢＣ（１５．０％）、３７１５－３６９２ ｃａｌ 

ＢＣ（２９．７％）、３６８６－３６６１ ｃａｌ ＢＣ（２３．５％）、２σ暦年代範囲で３７６９－３６５８ ｃａｌ ＢＣ（９５．４％）となっ

た。これは、縄文時代前期にあたる。試料№３（ＰＬＤ－１７２７８）の土壌は、１σ暦年代範囲で２１３１－２０８５ 

ｃａｌ ＢＣ（４７．９％）および２０５２－２０３１ ｃａｌ ＢＣ（２０．３％）、２σ暦年代範囲で２１４０－２０１７ ｃａｌ ＢＣ（９１．１％）

および１９９６－１９８０ ｃａｌ ＢＣ（４．３％）となった。これは、縄文時代後期にあたる。

　試料№４（ＰＬＤ－１７２７９）の土壌は、１σ暦年代範囲で４２２３－４２０９ ｃａｌ ＢＣ（８．９％）、４１５６－４１３３ ｃａｌ 

ＢＣ（１６．０％）、４０６６－４０３７ ｃａｌ ＢＣ（２１．９％）、４０２１－３９９５ ｃａｌ ＢＣ（２１．４％）、２σ暦年代範囲で４２２９－

４２００ ｃａｌ ＢＣ（１２．８％）、４１７０－４１２７ ｃａｌ ＢＣ（２２．１％）、４１２０－４０９６ ｃａｌ ＢＣ（５．３％）、４０８１－３９８５ ｃａｌ 

ＢＣ（５５．２％）となった。これは、縄文時代前期にあたる。

　いずれも層序に矛盾はなかった。測定値は上述の通りだが、土壌試料の場合、堆積環境によっては値

に幅が出る可能性があり、注意を要する。
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第９図 　暦年較正結果
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　　　　　　　　　　　　　（炭を少量含む）
７．５Ｙ４／２　　灰オリーブ　　シルト質極細砂
　　　　　　　　　　　　　（細砂～粗砂を含む）
１０Ｙ４／１　　灰色　　　　　シルト質極細砂
　　　　　　　　　　　　　（細砂を含む）
１０Ｙ４／１　　灰色　　　　　シルト
１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　　　極細砂～細砂
　　　　　　　　　　　　　（粗砂を含む・
　　　　　　　　　　　　　遺構肩部崩落土）
７．５Ｙ４／１　　灰色　　　　　シルト質極細砂

１．
２．

３．

４．
５．

６．
７．

８．

９．

１０．
１１．

１２．

１０ＹＲ４／２　　灰黄褐色
　　　　　　　　極細砂
　　　　　　　　（細砂・大礫・土器を含む）
１０ＹＲ４／１　　褐色
　　　　　　　　シルト質極細砂
　　　　　　　　（炭・粗砂・小礫を含む）
２．５Ｙ４／１　　黄灰色
　　　　　　　　シルト質極細砂（炭を含む）
２．５Ｙ４／１　　黄灰色
　　　　　　　　シルト（炭を少量含む）
７．５ＹＲ４／２　灰褐色
　　　　　　　　シルト質極細砂（粗砂を含む）
２．５Ｙ５／１　　黄灰色
　　　　　　　　シルト質極細砂（粗砂を含む）

１．

２．

３．

４．

５．

６．

図
版
１１

Ｓ
Ｅ

〜
Ｓ
Ｅ

平
面
図
・
断
面
図

１４

１６



ＳＥ１７

ＳＥ２０

０ ２ｍ

１９８.５ｍ

１９８.８ｍ

図
版
１２

Ｓ
Ｅ　

・
Ｓ
Ｅ　
　

平
面
図
・
断
面
図

１７

２０



ＳＫ４

０ １ｍ

１９８.７ｍ

１９
８
.７
ｍ

１ ２

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
２
　
灰
黄
褐
色
　
極
細
砂

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
１
　
褐
灰
色
　
　
極
細
砂
（
粗
砂
を
含
む
）

１
．
２
．

図
版
１３

Ｓ
Ｋ
４

平
面
図
・
断
面
図



１ １

１

１

１１２
２

３ ２
３

１

２

２

３ ４２

３ ４

ＳＫ８

ＳＫ９

ＳＫ１０

ＳＫ１１

ＳＫ１２Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｂ Ｂ’

０ ５０㎝

０ ５０㎝

０ １ｍ

１９８.６ｍ １９８.８ｍ

１９８.４ｍ

１９８.４ｍ１９８.７ｍ１９８.７ｍ

０ ２ｍ

２．５Ｙ５／１　黄灰色　　極細砂～細砂　シルト質
２．５Ｙ５／１　黄灰色　　１．よりやや暗色
２．５Ｙ４／１　黄灰色　　極細砂～細砂　シルト質
５ＹＲ３／４　暗赤褐色　極細砂～細砂　シルト質

１．
２．
３．
４．

５ＹＲ５／３　　にぶい赤褐色　極細砂～細砂
　　　　　　　　　　　　　　シルト質
２．５ＹＲ３／４　暗赤褐色　　　極細砂～細砂
　　　　　　　　　　　　　　（山土）

１．

２． １０ＹＲ５／２　　灰黄褐色　極細砂～細砂
　　　　　　　　　　　　シルト質
２．５ＹＲ３／４　暗赤褐色　極細砂～細砂（山土）
１０ＹＲ５／１　　褐灰色　　極細砂～細砂
　　　　　　　　　　　　シルト質（水性堆積）

１．

２．
３．

１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂～細砂
１０ＹＲ５／２　灰黄褐色　極細砂～細砂

１．
２．

７．５ＹＲ４／１　褐灰色　　シルト質極細砂
５ＹＲ３／４　　暗赤褐色　シルト質極細砂

１．
２．

１０ＹＲ５／６　黄褐色　シルト質極細砂
１０ＹＲ３／４　暗褐色　シルト質極細砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　シルト質極細砂

１．
２．
３．

７．５Ｙ５／１　　灰色 　　シルト質（泥土）
５Ｇ６／１　　　緑灰色　シルト質（泥土）

３．
４．

図
版
１４

土
坑　

平
面
図
・
断
面
図



ＳＫ１８ ＳＫ１９

ＳＤ１ ＳＤ２

０ ５ｍ

０ ２ｍ

１９８.２ｍ

１９８.５ｍ

１９８.９ｍ

１９８.５ｍ

１

１
３２

２３ １

２

１

１９８.２ｍ

１

１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　極細砂～細砂１．
１０ＹＲ３／４　暗褐色　極細砂～細砂１．

１０ＹＲ５／２　灰黄褐色　極細砂～細砂
１０ＹＲ５／２　灰黄褐色　シルト質細砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　シルト質細砂

１．
２．
３．

７．５ＹＲ４／２　灰褐色　極細砂
７．５ＹＲ５／２　灰褐色　極細砂
１０ＹＲ４／１　　褐灰色　極細砂

１．
２．
３．

２．５Ｙ４／２　暗灰黄色　　　極細砂
２．５Ｙ４／３　オリーブ褐色　シルト質極細砂

１．
２．

図
版
１５

溝
・
土
坑

平
面
図
・
断
面
図



旧河道の範囲

土器出土範囲

ＳＤ３

ＳＤ３東 ＳＤ３西

東
西

ＳＫ１９

ＳＫ１８

１

４１

２９

１８

５１

５０

１９

４８

２０

２３

５

６

１ ２

４
１１

１０

３

２

１

２

Ｙ＝７８０２０

Ｘ
＝
－
１０
２５
８０

Ｙ＝７８０１０

０ ５０ｍ

１９７.５ｍ １９７.５ｍ

０ ３ｍ

０ ５０㎝
７．５ＹＲ４／４　褐色　　極細砂（シルト質）
７．５ＹＲ５／１　褐灰色　極細砂（シルト質）

１．
２．

７．５ＹＲ４／４　褐色　　極細砂（シルト質）
７．５ＹＲ４／１　褐灰色　極細砂（シルト質）

１．
２．

図
版
１６

下
層
遺
構　

平
面
図
・
断
面
図



１

５

８

１１
９

１０

１３

１４

１７

１５ １６

１２

６
７

２
３

４

０ ２０㎝

図
版
１７

出
土
遺
物

弥
生
〜
古
墳
１



１８

１９

２０

２１ ２２

２３０ ２０㎝

図
版
１８

出
土
遺
物　

弥
生
〜
古
墳
２



２４ ２５ ２８

２９

３２３１３０

３３

３７
３９

３６

４２

４１４０

４３

４４

３８

３４
３５

２７２６

０ ２０㎝
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版
１９

出
土
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物
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生
〜
古
墳
３



４５

４６

４７

４８

５２

５１

５０

４９

０ ２０㎝

図
版
２０

出
土
遺
物　

弥
生
〜
古
墳
４



５３

５９

６４

６５

６６

７８ ６７

６２

６１

６３

５６

５５

５４

５７

６９

６８

６０

７７

８７

８２

８４

８５

８８

９４

９３

９２

８３

８１

７６７５

７９

８０

８６

９０

９１

９５

９６

８９

７０

７１
７３

７２

５８

７４

０ ２０㎝

図
版
２１

出
土
遺
物

中
世
１



９７

９８

１１０

１１１

１０６

１０７

１０８

１０９

１１６１１５１１４

１１２

１１３

１１７
１１８ １１９

１０４

１０３

１０２

１０５

９９

１００

１０１

０ ２０㎝

０ ２０㎝

０ ２０㎝

図
版
２２

出
土
遺
物　

中
世
２



１２０

１２４

１２８ １２９

１２５

１２１ １２２ １２３

１２７

１３１

１３５１３４１３３１３２

１３６

１３９
１４０

１４２

１４４

１４５

１４３

１４７
１４６

１４１

１３７

１３８

１２６

１３０

０ ２０㎝

図
版
２３

出
土
遺
物

中
世
３



１４８

１４９

１５０

０ ２０㎝

図
版
２４

出
土
遺
物　

中
世
４



１５１

１５２

１６３

１５３

１５４ １５５

１６４

１６０

１６１

１６２１５９

１６６

１６８

１６７

１６９

１７２

１７４

１７５

１７０

１７１
１７７

１７３

１７６

１５８

１５７

１５６

１６５

０ ２０㎝

図
版
２５

出
土
遺
物

中
世
５



１７８

１７９

１８０

１８２

１８７

１８１

１８４
１８３

１８５

１８８ １８９ １９０ １９１

１９５

１９９

１９４１９３１９２

１９７

１９８

１９６

２００
２０１ ２０２

２０３

１８６

０ ２０㎝

図
版
２６

出
土
遺
物　

中
世
６



２０４ ２０５

２０７

２０８

２１１

２０６

２０９

２１０

２１６

２１２

２１３

２１４

２１５

２１９

２２０ ２２１

２２３

２２４

２２２

２２５

２２６

２２７

２１７

２１８

０ ２０㎝

図
版
２７

出
土
遺
物

中
世
７



２２８

２３４

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ３
Ｗ２

Ｗ１

Ｗ７

Ｗ８ Ｗ９

Ｗ３
Ｗ４

Ｗ５

Ｗ６

２３５
２３６

２３７

２３２

２３０

２３１

２３３

２３８

２３９

２２９

０ ５㎝

０ １０㎝
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版
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物　

中
世
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Ｗ１４

Ｗ１３

Ｗ１２

Ｗ１１

Ｗ１０
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版
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Ｗ１５ Ｗ１６

Ｗ１７

Ｗ１８

Ｗ１９

Ｗ２０

Ｗ２１ Ｗ２２ Ｗ２３ Ｗ２４
Ｗ２５

Ｗ２６ Ｗ２７ Ｗ２８

０ １０㎝

０ ２０㎝
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版
３０

出
土
遺
物　

木
製
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３



０

Ｗ２９

Ｗ３０

Ｗ３５

Ｗ３４

Ｗ３２

Ｗ３１

Ｗ３３

２０㎝

０ ２０㎝

０ ２０㎝

図
版
３１

出
土
遺
物
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製
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４



Ｓ１

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ６Ｓ５Ｓ４

Ｓ７ ０ １０㎝
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版
３２

出
土
遺
物　
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製
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写　真　図　版





写
真
図
版
１

遺
跡
遠
景

近畿自動車道舞鶴線篠山Ｉ.Ｃ上空から（南西から）

遺跡上空（南から）



写
真
図
版
２

遺
跡
全
景

遺跡全景（真上から）



写
真
図
版
３

遺
跡
全
景

東から

西から



写
真
図
版
４

第
１
面　

調
査
区
全
景

東から

西から



写
真
図
版
５

第
１
面

掘
立
柱
建
物
・
柱
穴

ＳＢ１・ＳＢ２（東から）

調査区西側柱穴群（東から）



写
真
図
版
６

第
１
面　

Ｂ
Ｓ
１
柱
穴
断
面

○１ Ｐ１７（北から）　　○２ Ｐ２１・Ｐ２２（北から）
○３ Ｐ２５（南から）　　○４ Ｐ３７（南から）
○５ Ｐ４０・Ｐ４１（南から）

○１ 

○３ 

○５ 

○２ 

○４ 



写
真
図
版
７

第
１
面

柱
穴
断
面

○１ Ｐ２３４（北東から）　○２ Ｐ６２（北東から）　○３ Ｐ８４（北から）　　○４ Ｐ８７（北東から）
○５ Ｐ８９（南から）　　　○６ Ｐ７６（南から）　　○７ Ｐ１７４（西から）　○８ Ｐ１７３（西から）

○１ 

○３ 

○５ 

○７ 

○２ 

○４ 

○６ 

○８ 



写
真
図
版
８

第
１
面　

井
戸
１

ＳＥ１（北から）

ＳＥ１・ＳＥ２（西から）



写
真
図
版
９

第
１
面

井
戸
２

ＳＥ１水溜（北から） 水溜曲物（北から）

ＳＥ２断面（南から）



写
真
図
版
１０

第
１
面　

井
戸
３

井戸群東側検出状況（東から）

井戸群東側検出状況（南西から）



写
真
図
版
１１

第
１
面

井
戸
４

ＳＥ３（南から）

ＳＥ３水溜（南から）



写
真
図
版
１２

第
１
面　

井
戸
５

ＳＥ７（南から）

ＳＥ５（南から）

ＳＥ５断面



写
真
図
版
１３

第
１
面

井
戸
６

ＳＥ１７（東から）

ＳＥ１７水溜（東から）



写
真
図
版
１４

第
１
面　

井
戸
７

○１ ＳＥ６断面（南から）　○２ ＳＫ１０断面（南から）　○３ ＳＥ２０（東から）　　○４ ＳＫ４（南から）

○１ 

○３ 

○２ 

○４ 



写
真
図
版
１５

第
１
面

井
戸
８

ＳＥ１４～ＳＥ１６（西から）

ＳＥ１５・ＳＥ１６断面（南から）

ＳＥ１４断面（南から）



写
真
図
版
１６

第
１
面　

溝

ＳＤ１（東から）

ＳＤ１（南から）

ＳＫ９（南から）
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第
２
面

調
査
区
全
景

東から

西から



写
真
図
版
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第
２
面　

土
坑
・
土
器

ＳＫ１８（南から）

ＳＫ１８（東から）

須恵器杯２９出土状況（東から） 須恵器壺４１出土状況（東から）



写
真
図
版
１９

第
２
面

土
器

○１ 弥生土器甕１９出土状況（北から）
○２ 弥生土器甕１８出土状況（北から）
○３ 弥生土器甕２３出土状況（北から）
○４ 弥生土器壺１０出土状況（北から）
○５ 弥生土器甕２０出土状況（北から）
○６ 土師器甕４８出土状況（東から）
○７ 土師器甕５０・５１出土状況（東から）

○１ 

○３ 

○５ 

○７ 

○２ 

○４ 

○６ 
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図
版
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第
２
面　

溝

ＳＤ３（東から）

ＳＤ３断面西（南から） ＳＤ３断面東（西から）



写
真
図
版
２１

弥
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出
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１

１０ １２

１１

１５

１６
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版
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弥
生
〜
古
墳
時
代　

出
土
遺
物
２

５０

４

２２

５２

１８

４８

５１

１９
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弥
生
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＊緯度・経度は平成１４年４月１日施行の測量法改正による世界測地系にもとづく値である。
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